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「適正テスト」の「言語能力カルテ」に関して 

大阪大学名誉教授 

ISO コミュニティ通訳認証言語能力審査官 

林田雅至 

はじめに 

本「適正テスト」は 2018 年から関西 SDGs プラットホームの一環の事業で実施を始め，

2020 年度まで大阪大学 CO デザインセンターの SDGs に関する大阪大学実績として取り組

んだ，所謂言語の検定試験ではなく，言語の双方向運用能力をチェックする新機軸のチェッ

ク・テストである．行政・企業からも従来の外国語検定試験が必ずしも実地能力を保証する

ものではないと，再三指摘を受けており，そうした要望に応えるためにも開発したテストで

ある．本来外国人に自言語を学習させるのは，同化政策で，植民地支配の一環である．昨今

のグロバリゼーションの中で，対等な立場を尊重し，双方向の言語能力を有することが標準

化されつつある．相互に相手の言語(外国語)を発話して，それぞれが母語として理解し，ま

た，肯・否の意思なりを相手の言語で返答するというのが，多民族，多言語，多文化コミュ

ニケーションの理念的基礎である．共通言語として第三言語を媒介してコミュニケーショ

ンを図るというのも可能であるが，共通言語が母語者言語(英語)になると厳密には公平性の

担保は崩れてしまう．

「適正テスト」実施告知例： 

https://kansai-sdgs-platform.jp/cat_event_past/413/(最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日) 

https://www.cscd.osaka-u.ac.jp/co/2018/000521.php(最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日) 

一方，CO デザインセンター：コミュニケーションデザイン科目：リテラシーE(SDGs：

地球市民の健康管理Ⅰ)[外国語学部学部共通科目方法論科目：文化史 C](火曜日第 4 限目，

旧箕面学舎)，及び CO デザインセンター：同科目：リテラシーA(SDGs：多文化サポート

概論Ⅰ)[ [外国語学部学部共通科目方法論科目：言語学概論 B](火曜日第 5 限目，旧箕面学

舎)については 2019-20 年度，授業最後の時間に，公益財団法人・旧大阪公衆衛生協会事務

局長井戸武實氏の献身的な協力の下に，2018-2019 年度外部会場(「 オ カ ム ラ 」共 創 空 間 ，
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株 式 会 社 オ カ ム ラ 関 西 支 社 「 Kizuki LABO」 内)と 同 様 に 紙 媒 体 に よ る ア ナ ロ グ

実 施 を 行 っ た ：  

http://workmill. jp/bee/access  http://workmill. jp/bee(最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日) 

と こ ろ が ，2020 年 度 に な る と コ ロ ナ 禍 オ ン ラ イン 授 業 を 強 い ら れ ，「 適 正 テ ス

ト 」も オ ン ラ イ ン 実 施 と な っ た た め に ，急 遽 問 題 用 紙 (PDF)及 び 解 答 用 紙 (W 文

書 )の 受 講 者 へ の 電 子 配 布 に よ っ て 行 う こ と に な っ た ．現 在 ，巻 末 ： 口 頭 高 等 発

表「 日本通訳翻訳学会, 2021.「高等教育機関による『ISO13611:2014 通訳－コミュニティ

通訳のためのガイドライン』認証授与と言語運用能力に関する適正テスト実施について：林

田雅至，小森三恵，佐藤晶子」に詳細な説明があるように，問題用紙提示(PPT による時限

的自動送り)や解答用紙(Google Form による即時解答回収)と，印南敬介氏の尽力によって

一気に高度な電子化プロセスの進化を遂げた．

「適正テスト」の「含み発話」の存在 

このテストは受検 2 言語でヒアリングを行い，単語選択解答をしながら，頭の中で文章 

が文法化・構文化され，次の設問解答に臨む，すなわち，翻訳穴あき文が示され，構文化し 

ながら，設問解答に臨むことになる．構文化する過程で，「含み発話」の存在が言語認知心 

理学で想定された．この「含み発話」概念は実際の通訳現場では口頭で発話して伝える行為 

であるが，テスト中でもあり，発声は不可で，頭の中の作業になる．実はこの「含み発話」 

の存在が，「適正テスト」を ISO コミュニティ通訳認証チェック・テストに格上げさせるこ 

とを可能ならしめた． 

従来の発話試験は実施において，受検生にとっても最大の難関科目で，緊張が昂じて実 

力が十分に発揮できないという弊害もあり，また，試験実施側からは，長時間に及ぶことや 

熟練の試験官であっても客観的な判断力を堅持することが困難を極めるということがあっ 

たのである．言語認知心理学の立場に立たない試験官(研究者)からは「適正テスト」は発話 

テストがないから駄目だという極端な批判や設問選択させるだけでは意味の distinction や

文法理解が測れないという厳しい批判があるのは事実である．

ところで，Distinctive features は言語学音韻論で用いられる弁別的素性(特徴)と日本語で

翻訳される．ここでは，語彙の形態論的(morphological)及び意味論的(semantic)相違を選択

する(差別化する)場合にも，distinctive features を用い，また，動詞の形を決める法(直説法，
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接続法，命令法)・時制(現在・過去・未来)，人称・数を統語的に選択する場合にも，syntactic 

distinctive features を用いることで，「言語能力カルテ」作成上，有効活用することにした．

それに基づく記述によって，受検者のどこに欠けるところがあるかが判明する．  

「含み発話」の内在する「適正テスト」について，下記の基準で設定された各設問数(全

設問数：140 問に対する割合)は以下の通りである： 

1．Phonemic(Phonetic) distinctive features：20 問(14.3%)

2．Morphological(vocabulary) distinctive features：67 問(47.9%)

3．Semantic distinctive features：32 問(22.9%)

4．Syntactic distinctive features：21 問(15%)

バイリンガル話者の実例分析 

ここでは，バイリンガル話者南谷かおり(2021 年度 ISO コミュニティ通訳認証授与者第 

一号者：日本語・ポルトガル語)の正解率を基礎に分析した結果は次のようになっている． 

ただ，個人情報保護の立場から，具体的な正解率などの数字は明示しないものとする． 

まず，その前提となる本人の言語学習履歴(職歴などを含む)を下記 URL 資料や本人との 

遣り取りによって時系列でまとめてみた(年齢が複数にまたがるのは現地校年度学期開始が 

1 月であることと彼女の誕生日との関係性によるからである)： 

南谷かおり(1965～)： 

1976 年(11～12 歳)： 

ブラジル・ヴィトーリア市日本人補習校：小 6；現地校コレジオ・サグラード・コラサン・

デ・マリア(Colégio Sagrado Coração de Maria*)初等教育課程：小４(10 歳相当：母語形成第

１期[11～12 歳]前) 

1977 年(12～13 歳)： 

日本人補習校：中１；ブラジル・コレジオ初等教育課程：小 5 

1978 年(13～14 歳)： 

日本人補習校：中 2；ブラジル・コレジオ初等教育課程：小 6 

1979 年(14～15 歳)： 

日本人補習校：中 3；ブラジル・コレジオ初等教育課程：小 7(4 年間ポルトガル語学習によ

る習得) 
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1980 年(15～16 歳)：ブラジル・コレジオ中等教育課程：高 2 

1981 年(15～16 歳)：ブラジル・コレジオ中等教育課程：高 3 

1982 年(16～17 歳)： 

国立エスピリト・サント連邦大学医学部 1 年生 

1987 年(21～22 歳)：同上大学医学部卒業(6 年) 

1988 年 ブラジル国医師免許取得 

1988 年 3 月：大阪大学医学部附属病院・第 4 内科入局 

1989 年 6 月：ブラジル国エスピリト・サント(Espírito Santo)州ヴィトーリア(Vitória)市に

帰伯：エスピリト・サント州 Santa Casa 病院救急科研修医 

1990 年 1 月：ブラジル国リオ・デ・ジャネイロ(Rio de Janeiro)州リオ・デ・ジャネイロ(Rio 

de Janeiro)市の州立病院(Hospital Servidores do Estado)[HSE]にて放射線科(研修医)就職 

1991 年 12 月：HSE 退職 

1992 年 9 月：大阪大学医学部附属病院・放射線科入局 

1996 年：日本医師免許取得 

1996 年 5 月：市立泉佐野病院，国立大阪病院（現国立大阪医療センター） 

2004 年：りんくう総合医療センター市立泉佐野病院・放射線科 

2006 年：りんくう総合医療センター 健康管理センター兼国際外来担当医 

2012 年～：地方独立行政法人・りんくう総合医療センター 国際診療科・部長 

2013 年：大阪大学医学部附属病院・国際医療センター 副センター長 

2013 年：大阪大学大学院医学系研究科・国際・未来医療学講座・特任准教授 

2019 年～：大阪大学大学院医学系研究科・公衆衛生学教室・招へい准教授 

参考資料： 

１．南谷かおり｜ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽ・ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ・ｼﾘｰｽﾞ｜国際機関で働く｜グローバルヘルス人材戦

略センター：https://hrc-gh.ncgm.go.jp/job-global/role_model/file08(最終閲覧日：2022 年

1 月 23 日) 

＊図像：Sagrado Coração de Maria については下記 URL 論文 pp．75-77 を参照： 

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/79110/azulejoPortugal.pdf(最終閲覧日：2022

年 1 月 23 日) 

2．造形表現能力の発達の道すじと発達の節，美術教育を進める会(1979) 

(山田康彦「戦後美術教育論の検討―イメージと感情の発達研究へ―」『東京大学教育学部紀

要』第 20 巻，1980)，p．245-57.)巻末に資料として附す．言語形成に係るコメントは林田
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加筆として朱色で示す． 

3．「日本ブラジル交流年」記念トークイベント「異文化大国ブラジルに挑戦する 21 世紀日

本の「内なる国際化」」主催：大阪・サンパウロ姉妹都市協会，(財)大阪国際交流センター，

2008 年 12 月 21 日(南谷かおり登壇) 

 

 

「言語学習履歴」による分析 

 

自身の言語学習履歴によると，11 歳で渡伯，現地日本人学校(半日制)で，中学校義務教

育課程を修了するが，中等高等教育機関(高校・大学)の国語(日本語)教育を受けていないた

めに，哲学・社会学・経済学などの専門的な知識がなく，日本語だけで見た場合，所謂抽象

的概念の習得は欠けてはいるものの，ポルトガル語による高 2 から大学(医学部)学修によ

り，日本語母語(形成第一期：11～12 歳)並み，あるいはほぼ母語並みの言語運用能力を獲

得している「ポルトガル語」によって，抽象的概念は習得していると思われる． 

ポルトガル語はブラジル初等教育課程(小 4 から小 7[中一相当])を半日制で受けながら，

15 歳でブラジル現地校高 2 レベルに飛び級進学している．そのことが逆に中学校課程のポ

ルトガル語学習の不足を来し，例えば，「適正テスト」で接続詞：embora(英語：though；

接続法の従属複文構成)が知識化されていなかったり(syntactic distinctive features)，語彙の

点で，正：depreciação：下落(受検者全体正答率：60%)；誤：depredação：強奪(受検者全

体 回 答 率 ： 20%) な ど の語 彙 習 得に 難 が あっ た と思 わ れ る (morphological distinctive 

features)． 

さて，医学部は休講がなく，ポルトガル語のみによる修学は困難を極めたが，具体的な事

柄(解剖学など)を身を以って習熟したことが幸いし，学習言語(母語感覚に近い)ポルトガル

語で抽象的・普遍的概念を修得したと思われる(6 年制：1982 年～87 年：17 歳～22 歳；

1988 年国家資格 23 歳で取得)． 

1992 年日本帰国後，医師国家資格取得のために，具体的な概念を媒介にして，医療域を

中心に日本語がブラッシュアップされ，抽象的・普遍的概念を介して，日本語の抽象的・普

遍的概念も合わせてほぼカバーされ，1996 年に国家資格を取得．結果的に，ポルトガル語

で習得した医学知識の概念を日本語に翻訳する，あるいは移し替える作業を通して，医療通

訳者としての資質は身に付いており，このことが，現在彼女を，医療通訳に係る地域規模か

ら国家規模に及ぶ様々なプロジェクトのオピニオン・リーダー格に押し上げていることは

間違いない．ただ，総合的な抽象的概念の運用には若干難があると判断される． 
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例えば「適正テスト」問題で，「特定(×：認識)された感染源(×：発生源)」とか「人為

的な(×：人工的な)二酸化炭素が増加(×：上昇)し続ける」など，文脈把握(Contextual 

Sensitivity) に 迷 い が 生 じ ， 語 彙 の 意 味 ( 特 徴 ) の 差 別 化 (morphological and semantic 

distinctive features) 判断に悩み，不正解となっている．ただ，「人為的」については，同

問題で，ほぼ全受検者同様に，回答選択肢「人為的活動」と正解している． 

さて，「人為的な二酸化炭素が増加し続ける」というフレーズにおいて，日本語：増加す

るとポルトガル語：aumentar(増える，上がる)を対照させて，意味・文法の特徴に相違が見

られる．日本語の場合，「(モノの数量が)増加する」及び「(モノなどの程度が)上昇する」

と分けているが，ポルトガル語では動詞 aumentar 一語で両者の意味を担うことになり，文

脈把握に迷いを生じせしめたと言える．南谷かおりの場合，両言語について，学習言語習

得・母語獲得のどこかの段階で，こうした意味範囲の差別化を意識化させる教育的配慮があ

れば，迷いや悩みを抱えることはなかったと推察される(semantic and syntactic distinctive 

features)． 

上記の点がカバーされていれば，総合素点で悠々S 評価：CEFR：C2(95 点～)に達したと

思われ，下記に仮定的に修正理想型「言語能力カルテ」を作成している． 

とは言え，時系列に即して構築を試みた「言語学習履歴」において，実際に限られた生活・

学習時間の中で，ポルトガル語「学習」の外国語としての習得，同時に「母語(並み)」とし

ての獲得のための時間は最大限有効活用されたと判断するものである．バイリンガルの理

想的な体現者と言える． 

「言語能力カルテ」プロトタイプ： 

ISO コミュニティ通訳認証言語チェック・テスト「適正テスト」：評価基準：  

総点 100 点(%)として，90 点以上を S 評価，80 点以上を A 評価，70 点以上 B 評価，60 点

以上を C 評価とし，59 点以下は D「不適格者」とする．また，以下，個別の百分率につい

ても，分野別領域・能力の評価の目安となる． 

また，Contextual Sensitivity のバランスを示す得点差を 0 点から 0.25 点未満を S 評価，0.25

点から 0.5 点未満を A 評価，0.5 点から 0.75 点未満を B 評価，0.75 点から 1.0 点未満まで

を C 評価．1.0 点以上の差のあるものは D「不適格者」とする． 

Contextual Sensitivity を「見える化」する適正テスト 

言語能力カルテ(理想型) 
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受検番号：000000  氏名：XXXXXX 

総得点：95.1 点(S 評価：CEFR：C2 以上) 

問題 1：気候変動・生態系保全：ポ語ヒアリング：1.0 点(100.0%)，日本語訳：1.0 点(100.0%) 

問題 2：自然災害・紛争：日本語ヒアリング：1.0 点(100.0%)，ポ語訳：0.89 点(89.0％) 

問題 3：感染症：ポ語ヒアリング：0.8 点(80.0％)，日本語訳：1.0 点(100.0%) 

問題 4：観光：日本語ヒアリング：1.0 点(100.0%)，ポ語訳：0.92 点(92.0%) 

ヒアリング：

ポルトガル語のヒアリング：1.8 点(90.0%)

日本語ヒアリング：2.0 点(100.0%)

翻訳： 

ポルトガル語翻訳：1.81 点(91.0%) 

日本語訳：2.0 点(100.0%) 

ポルトガル語から日本語へ：3.8 点(95.0%) 

日本語からポルトガル語へ：3.81 点(95.0%) 

両者の得点差：0.01 点(S 評価)：両言語の双方向性のバランスはほぼ完璧に近いと言える． 

全体評価：SS 

この末尾に上記「学習言語履歴」及び分析を「所見」として添付することで，「適正テスト」

「言語能力カルテ」(プロトタイプ)暫定版は完成する．最後に，作成者：林田雅至(ISO コ

ミュニティ通訳認証言語能力審査官)を記入する．

附言 

今後，「適正テスト」受検者についてこうした「言語能力カルテ」作成を進め，個人情報

として厳正に管理・保護し，本人から照会があれば，全面開示し，自身の ISO コミュニテ

ィ通訳としての資質を向上させることに寄与できる体制を確立していきたいと思っている． 

また，バイリンガルについて附言したいのは，小学校教育の小 5～小 6 に教科学習として

の英語教育が本格的に導入されるが，「国語」小 4 前半，壁新聞作成のグループワークによ
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って５Ｗ１Ｈが導入され，理詰め発話が促され，発話の理由付けが可能になって，言語形成

期の人格形成，自我意識化が促される．ただ，小 4 後半になって 1956 年以来変わらぬ「ご

んぎつね」精読によって，自己否定感を肯定・担保するような誘導がなされている．それは

ともかく，子どもの自立性，自立心が涵養される小 5～6 において，2 言語習得を求めるこ

とは，ここで述べた南谷かおりのように余程言語適応能力の高い人材でなければ，母語形成

に混乱をきたす可能性を案ずるのである． 

林田は母語形成はモノリンガル教育である方が望ましいと思っている．ここで取り上げ

ている英語教育も，現状の中学校からの導入で，本格的に大学生年齢の 18 歳から取り組ん

でも，十二分に身に付くことは立証済みである．どっちつかずのことを double limited と言

って，どちらの言語も母語形成されず，獲得していないことになると，大学生年齢以降で涵

養される抽象思考が習得されない可能性が出てくるのである．それは懸念する事態である．

闇雲に低年齢層の英語学習を否定するものではない．保育・幼稚園児から小学校低学年まで

に，例えば，体育や音楽教育の一環で，英語を活用することで，英語の持つリズム感に触れ

ることや L/R の差別化を自然に身に付けることなどメリットは大きい．だからと言って，

そのためだけに高学年に教科学習として導入することには賛成し兼ねるのである． 

参考文献： 

• 林田雅至 a, 2019 「グローバルの観点から長期滞在外国人の生命を問う」『大阪公衆衛

生 』 公 益 財 団 法 人 大 阪 公 衆 衛 生 協 会 (90) ， pp.17-19. https://ir.library.osaka-

u.ac.jp/repo/ouka/all/78687/ooe_090_017.pdf (最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日)

• 林田雅至 b,2019.「外国語学習における媒介語の重要性」『国際語としてのロシア語 : 国

際統一基準による言語 能力レベル評価システム構築の現状と将来的課題』2018 年度

大 阪 大 学 国 際 合 同 会 議 助 成 事 業 ， pp.61-71. https://ir.library.osaka-

u.ac.jp/repo/ouka/all/85111/krussia_061.pdf (最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日)

• https://ir.library.osaka-

u.ac.jp/repo/ouka/all/search/simple/?lang=0&mode=0&kywd=%E5%9B%BD%E9%

9A%9B%E8%AA%9E%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%AE%E3%8

3%AD%E3%82%B7%E3%82%A2%E8%AA%9E (最終閲覧日：2022 年 1 月 23 日)

• 林田雅至 c, 2020.「21 世紀グローバリゼーション時代に改めて「健康」を問う」『公衆

衛生』医学書院(84)，pp.492-493.
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参考資料： 

1. 口 頭 高 等 発 表 「 日本通訳翻訳学会, 2021.「高等教育機関による『ISO13611:2014 通

訳－コミュニティ通訳のためのガイドライン』認証授与と言語運用能力に関する適正

テスト実施について：林田雅至，小森三恵，佐藤晶子」

2. 造形表現能力の発達の道すじと発達の節，美術教育を進める会(1979) (山田康彦「戦後

美術教育論の検討―イメージと感情の発達研究へ―」『東京大学教育学部紀要』第 20 巻，

1980)，p．245-57.)

3. 「日本ブラジル交流年」記念トークイベント「異文化大国ブラジルに挑戦する 21 世紀

日本の「内なる国際化」」主催：大阪・サンパウロ姉妹都市協会，(財)大阪国際交流セン

ター，2008 年 12 月 21 日

（投稿日：2022 年 1 月 23 日） 

（受理日：2022 年 1 月 31 日） 
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高等教育機関による
『ISO13611:2014 通訳－コミュニティ通訳のためのガイドライン』

認証授与と
言語運用能力に関する適正テスト実施について

発表者：林田雅至 大阪大学

小森三恵 大阪観光大学

佐藤晶子 大阪観光大学

日本通訳翻訳学会 2021年9月5日（日）

目 的

『ISO13611:2014:

通訳ーコミュニティ通訳のためのガイドライン』

１．高等教育機関による多言語の認証授与

２．言語運用能力を測る「適正テスト」

・受検について

・認知心理学の視座より
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内容

1．『ISO13611:2014』認証授与

2．「適正テスト」の受検

3. 認知心理学の視座より考察

4． まとめ

5. Q&A

【通訳サービスに関するISO 国際規格】

u 2014 年 ISO13611：2014 Interpreting — Guidelines for community

interpreting（通訳 ー コミュニ ティ通訳のためのガイドライン）

u 2018 年 ISO18841: 2018 Interpreting services -- General requirements and

recommendations (通訳サービス ー 一般要求事項と推奨)

u 2019 年 ISO20228:2019 Interpreting services — Legal interpreting —

Requirements （法務通訳サービス ー 要求事項）

u 2020年 ISO 21998:2020 Interpreting services — Healthcare interpreting —

Requirements and recommendations (医療通訳 ー 要求事項と推奨）

（注︓WG３で扱う通訳機器以外）

１．『ISO13611:2014』認証授与
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１．『ISO13611:2014』認証授与

大阪観光大学 2021年3月18日 認証機関

『ISO13611:2014 通訳－コミュニティ通訳のためのガイドライン』

2021年5月13日オンライン認証授与式

u 認証取得者 9名 （中国語-１、ポルトガル語-３、英語-５）

u （１）適正テスト 80％以上（CEFR B2相当）

u （２）『ISO13611:2014』遵守調書

u （３）コミュニティ通訳資格に基づく実績ー証明書提出

u

審査

認証書授与
・プライベート認証
・⼤阪観光⼤学以外では、Institute of Science and Technology Austria（ ISTオーストリア︓⼤学院教育を⾏う国
⽴研究所）が『ISO13611:2014』認証授与を⾏っている。

「適正テスト」PPT提示：問題1から問題4まで(問題選択肢数現行140問：CEFR：B2
相当80％以上：112問以上正解必要；所要時間90分，解答時限デジタル時刻掲示)：
サンプル：問題セクションⅠ：

ヒアリング資料(受検者には⾳声のみ提⽰，テキストは不可視)︓3回⾳読(速度︓通常，ゆっくり(単語，
フレーズで区切る)，通常)︓

An Intergovernmental Panel on Climate Change(IPCC) special report on the impacts of global warming of
1.5 °C (one point five degrees Celsius)above pre-industrial levels and related global greenhouse gas emission pathways．
各⾃のノート・テイキングに基づいて，選択肢のa〜dから正しいものを選び，解答⽤紙にアルファベットを
記⼊しなさい．Google form形式で時限内解答提出させ，以降書き換え不可．ヒアリング中は未提⽰：
《選択肢》
1： a Intergovernmental b Intergovernment

c Under governmental d Intergovernamental
2： a Clymate Change b Climate Charge

c Climate Changes d Climate Change
3： a Impact b Impacts c Empacts d Inpacts
4： a global warming b globe working

c global warmming d global heating 
(以下省略)
実際は10設問程度

2．「適正テスト」の受検
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問題セクションⅡ︓
受検者は各⾃ノートテイキングを参照しながら，下記をGoogle form形式で時限内解答︓
下記の1〜9までの括弧内に⼊れる適切な⽇本語を選択肢のa〜dから選択し，解答⽤紙に記⼊しなさい．
⽳あき⽂と選択肢は同⼀画⾯提⽰．選択肢が多い場合，常に⽳あき⽂と区切り選択肢を時限に従って⾃動順次提⽰
(例︓PPT⽳あき⽂＋第１画⾯︓選択肢1〜9，同＋第2画⾯︓選択肢10〜18，同＋第3画⾯︓選択肢19〜27)
( 1 )に関する政府間パネル（IPCC）の( 2 )は，( 3 )のレベルを( 4 )( 5 )の( 6 )の( 7 )と関連する
世界の( 8 )( 9 ) に関するものである．
《選択肢》
1︓ a 気候変動 b 天候変化 c 天候不順 d 天体変⾰
2︓ a 特段報告書 b 特別報道書 c 特種報告書 d 特別報告書
3︓ a 産業⾰新前 b ⼯業⾰命前) c 産業⾰命前 d 産業⾰命後
4︓ a 超える b 越える c 下回る d 上下する
5︓ a 摂⽒15度 b 接写1.5度 c 摂⽒1.5度 d 華⽒1.5度
6︓ a 地球熱帯化 b 地表温暖化 c 地球温暖化 d 地球冷却化
7︓ a 影像 b 打撃 c 投影 d 影響
8︓ a 緑⾊部屋ガス b 温室効果ガス c 密室運動ガス d ⼤気保温ガス
9︓ a 排出経路 b 輩出経路 c 肺出経路 d 排出道路

実際はヒアリングボリュームはもっと多く，従って，⽇本語⽳あき⽂も多く，選択肢も倍量⾒込み．
(担当︓林⽥雅⾄ ISOコミュニティ通訳認証⾔語能⼒審査官)

2．「適正テスト」の受検

認知⼼理学では、⼈間の⼼的活動を情報処理プロセスとして捉える
情報の⼊⼒、貯蔵、操作、検索、照合、出⼒・・・

⼼的辞書（mental lexicon）
⻑期記憶内に保持される⾔語知識の集合体
単語の形態、⾳韻、意味、などの属性情報や統語、語⽤などの⽂法規則を含む
意味ネットワーク（semantic network; Collins & Loftus 1975）
⾔語を含む知識表象は概念同⼠が意味的関連性によりリンクし、ネットワーク
構造を形成している
ある情報が処理される ⇒ 概念が活性化する ⇒ 活性化がネットワークに拡散
⇒他の概念が活性化しスタンバイ状態に cf）プライミング効果
各概念の「名前」は⾳韻的な関連性によるネットワークを持つ

3.  認知心理学の視座より

(Collins & Loftus, 1975, p.407)

Innami
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3. 認知心理学の視座より

（坂本, 2014, p.192）

問題⾳声の提⽰

提⽰⾔語の
語彙アクセス

問題意図の解読解答意図の符号化

解答の選択

発話・書字

解答⾔語の
語彙アクセス

５.まとめ

１．高等教育機関による多言語の認証授与

・2021年5月13日『ISO13611:2014通訳－コミュニティ通訳のためのガイドライン』認証授与を行った。

・日本で初めて9名（中国語１名、ポルトガル語３名、英語5名）の通訳者が『 ISO13611:2014 』の認証

を取得した。

・オーストリア工科大学が『ISO13611:2014』認証授与を行っている。

２．言語運用能力を測る「適正テスト」

・受検についてー「適正テスト」は2言語の双方向運用能力をチェックするためのテストである。

『ISO13611:2014』認証制度を通して、言語学習において双方向運用能力が身に付く良い機会となる。

・認知心理学の視座より

本テストは、言語理解・言語産出プロセスを反映し、発話の前段階までの言語処理能力を測定する

ものである。
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・坂本勉（2014）「言語認知Psychological Review」行場次朗・箱田裕司（編著）『新・知性と感性

の心理－認知心理学最前線－』福村出版,ｐ.192.
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ご清聴ありがとうございました。

林⽥雅⾄ ⼤阪⼤学
⼩森三恵 ⼤阪観光⼤学
佐藤晶⼦ ⼤阪観光⼤学
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（ 視 覚 的 表 現 操 作 獲 得 の 節 ）

感 覚 的 抽 象 力 の 成 立

新 し い 価 値 観 の 形 成

部 分 と 全 体 の 関 連 把 握

手 の 機 能 の 充 実
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Palestra Comemorativa "Ano do Intercâmbio Japão - Brasil" 

A "Internacionalização Interna" do Japão no Século 21 desafia o grande país intercultural 
Brasil 

日 時：平成 20 年12 月 21 日(日) 11:00～13:00 

場 所：大阪国際交流センター3 階 銀杏（いちょう） 

主 催：大阪・サンパウロ姉妹都市協会 

  (財)大阪国際交流センター 

共 催：ﾜﾝ･ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会 
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 ࡯࠲࡯ࡀࠖ࠺࡯ࠦ

 ࡯࠲࡯ࡀࠖ࠺࡯ࠦࡉࠨ

 ࠻ࠬ࡝ࡀࡄ
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มળ㧦غ

みなさまこんにちは。本日はご来場いただきまして、まこ

とにありがとうございます。本日、司会を務めさせていただき

ます、大阪国際交流センターの泉井でございます。よろしく

お願いいたします。 

日本ブラジル交流年および大阪・サンパウロ姉妹都市提

携 40 周年記念プレイベントとして、「異文化大国ブラジルに

挑戦する 21 世紀日本の『内なる国際化』」と題しまして、ブラ

ジルと深いかかわりを持ち、関西のビジネス、医療、学問な

どの分野でご活躍の皆様をお迎えして、トークセッションを

進めてまいります。 

では、本日のコーディネーター、大阪大学コミュニケーシ

ョンデザイン・センター教授の林田雅至先生をご紹介させて

いただきます。 

林田先生は 1979 年東京外国語大学をご卒業。2007 年よ

り、現職の大阪大学コミュニケーションデザイン・センターの

教授として、主にポルトガル語圏の文学、文化、宗教民俗学

の教鞭を取っておられます。言語を通して多民族国家ブラ

ジルの豊かな文化にも精通し、近年は我が国の日系ブラジ

ル人の増加などにかかわる社会問題をめぐる「地域多文化

共生」「内なる国際化」にも着目。医療通訳や災害時の外国

人支援にもかかわっておられます。 

では、ここからは林田先生にコーディネーターとしてトー

クセッションを進めていただきます。林田先生、よろしくお願

いいたします。 

ᨋ↰㧦غ

よろしくお願いします。

ただいまご紹介にあずかりました、林田雅至です。 

ご案内のとおり、昨年の秋、大阪外国語大学と大阪大学が

統合いたしまして、わたしは東京でポルトガル語を勉強し、

もともとは大阪外国語大学のポルトガル語科所属、ポルトガ

ル語の教鞭を大阪でとっております。20 年にわたり大阪市

にも随分お世話になり、助けていただいたり、また微力なが

ら両国の国際交流に尽力をさせていただいたという経緯が

ありまして、今回、100 年に一度の会で、大阪でこうした大き

なイベントの締めくくりを行うということで、改めて緊張してお

りますけれども、みなさまに素敵なトークセッションをお届け

し、その中で出演者にはたくさんお話をしていただけるよう

に精一杯努めてまいりますので、皆様におかれましては最

後まで暖かく見守っていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

さて、ご案内のように、9 月以来におきまして、現下の大変

厳しい経済状況の中でメディア等の報道にもありますように、

我々日本人の雇用の問題に関して、それにもまして大企業

を中心に、日系ブラジル人も含めて非正規雇用の方々が大

変な状況に置かれているところは皆様もご存じのところでは

ないでしょうか。 

実際、日本が大変好きになって、日本で永住権をとり、日

本で家を持たれたり、就学齢期のお子さんを抱えておられ

る人たちが、職を失ったりしているケースがあります。 

実は、このタイトル「内なる国際化」は私がつけたのです

が、例えば「共生」というのは文科省のいわゆる指導要領に

も入ったわけですけれども、移民多文化共生、「内なる国際

化」と言っても、現状を考えますとなかなかそんな生易しいも

のではないということを日々感じているところです。 

 さて、大変悩ましい状況はひとまずおきまして、ただいま

から、座っていただいておりますスピーカーの方々ひとり一

人に自己紹介かたがた、どの方もブラジルと長年にわたっ

て非常に付き合いの深い方ばかりですので、お話を頂戴し

たいと思います。 

 トップバッターは岡田茂男さんで、もともとブラジル現地法

人三井物産の社長をしておられ、ブラジルと非常に長い間、

20 年近くにわたってお仕事をしてこられました。大阪・サン

パウロ姉妹都市協会の副会長もつとめていただいておりま

す。1969 年に大阪市とサンパウロ市が姉妹都市提携を結び

まして来年で 40 周年を迎えるわけで、その企画を現在中心

になって進めていただいている人物です。現在は、ダイキ

ン工業㈱のグローバル戦略本部顧問をしておられます。で

は、岡田さんからお話を頂戴したいと思います。よろしくお

願いいたします。（拍手） 

ጟ↰㧦غ

皆さんおはようございます。

今ご紹介いただきました岡田でございます。私は、商社

の三井物産に勤務しておりましたとき、ブラジルに 18 年駐

在していました。 

もっぱら営業をしていましたので、このテーマにふさわしい

かどうか判りませんが、多分18 年という駐在生活の長さで今

日は選ばれたと思っております。 

従って、営業活動を通じてその折々のブラジルの、政治経

済はどんなふうだったかということを中心にお話したいと思

います。 

私が最初にブラジルに行きましたのは1973 年5 月から 6

月の 2 か月で、サンパウロに出張しました。出張目的は、当

時栄華を極めておりましたブラジルの国営製鉄所の第2期

拡張計画の国際入札に応札する為です。現在はブラジル

の通貨はレアルですが、当時はクルゼイロで、１米ドルが 6

クルゼイロ、円が 300円でしたので、1 クルゼイロは 50 円の

時代でした。 

1971 年にブラジルの GDP が 11％以上成長しまして、

「ブラジルの奇跡」と呼ばれ日本・イタリアの次はブラジルか

と言われた時代でした。 

サンパウロの街は高層ビルが建ち並んで、非常に華やか

な繁栄期でした。 

Palestra Comemorativa "Ano do Intercâmbio Japão - Brasil" 
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治቟も⦟く、ᄛ、街をᱠいても቟ోでした。 

当時䊐䉤ルクス䊪ー䉭ンのカブト䊛シはブラジルで国産化

されており、16㪃000 クルゼイロ、日本円に⋥して 80 ਁ円。当

時西⁛から日本にャ入されていたカブト䊛シがやはり 80 ਁ

円૏だったので、日本と୯Ბがหじ૏だなという記ᙘがあり

ます。 

このあと、74 年の 12 月から 75 年の 12 月まで 1 年間、ブ

ラジルᯏ᪾⎇ୃຬとして、第 3 ⇟目の都市䍂ベロリ䉹ンテ市

にᵷ㆜されました。そこで䍂ミ䊅スᎺ┙大学工学部の 5 年生

に⡬⻠生として入学し、ポルトガル語を学びました。当時は

ポルトガル語がోὼわからないわけですから、１⇟೨の⌀

ん中のᏨに座ってテープレコーダーを置いて授業を㍳㖸し、

家にᏫってからまた⡞くという生活をඨ年ぐらいやりました䈰。 

74 年はちょうど第１次䉥イルショックで、日本は大ᷙੂの時

代でした。皆さんⷡえておられるかわかりませんが、࿯日ド

ライブ⑌ᱛ઎が出まして、一人でਸ਼るのは㚝目だと、ゞには

ੑ人以上ਸ਼る䈼しという時代でした。ところが、ブラジルでは

サウジアラビア⚖の大きなᴤ田が⊒見されたという記事がㅪ

日ᣂ⡞にタりまして、࿯ᦐも日ᦐもみんな㆙出ドライブして

いて⍹ᴤショックなどどこ็く㘑という感じでした。 

やはりブラジルは⾗Ḯ大国だと感心していたら、１年ㆃれ

で⍹ᴤショックがやってきまして、ガ䉸リンにアルコールをも

っとᷙ䈟ろとか大┬でした。次にోアルコールゞだというこ

とで、ోアルコールゞの㐿⊒が 75 年ぐらいからᆎまったわ

けです。 

78 年から 88 年までベロリ䉹ンテ支ᐫに勤務し、家内とそ

れから 7 ᱦの長ᅚ、4 ᱦの長男を઻い⿞છしました。当時日

本人学ᩞはなく、ᆷはඦ೨中日本人⵬⠌ᩞ、ඦ後はブラジ

ル人学ᩞ。長男はブラジルのᐜ⒩࿦に通って、はじめはో

ὼ言⪲が出来なかったੑ人でしたが、ブラジル人の子ଏ㆐

とすぐખよくなりました。 

․に長男は入࿦の初日にかわいいᅚの子にキスされたとに

こにこしてᏫって来ました。今でもੑ人共ブラジルが大好き

です。 

子ଏのためにと思い、日本人学ᩞ⸳┙ㆇ動をዷ㐿しまし

て、1980 年にベロリ䉹ンテ日本人学ᩞが生ᓤᢙ 48 人で㐿

ᩞし、私は初代学ᩞㆇ営ᆔຬ長に就છしました。 

当時ブラジルはァ事政権下で、鉄㍑、⍹ᴤ化学それから

ේ子力⊒㔚分野䈻のᛩ⾗が計画的に国家規ᮨでなされて

いました。私のኾ㐷は鉄㍑プラントの営業でしたが、世⇇で

も 3 つの製鉄所がห時に拡張計画をやることは⃟しく、当時

は世⇇の鉄㍑プラント市場におけるブラジルは非常にᵈ目

をᶎびていました。 

⋧変わらず⍹ᴤਇ⿷は⸃ᶖされず、外貨▵⚂のため国

産化しようという᳇ㆇが⋓り上がり、᰷米、日本からᛛⴚを導

入し、ブラジルでᯏ᪾を૞るという国産化ᅑബ╷がᛂち出さ

れました。 

ァ事政権下では、ストライキもなく、ブラジルの製ຠは⚊

期がきちんと守られるということで、ャ出ຠにኻするା用も⏕

┙された時代でもありました。 

85 年にァ事政権が⚳ੌし民政移▤されましたが、87 年

にはャ入⿥ㆊ、外貨Ḱ஻高ᷫዋにより、䊝ラトリア䊛を⿠し、

ኻ外ௌ務支ᛄいਇ⢻に㒱り、世⇇的にା用を失჈しました。

しかし、私はブラジルの䊝ラトリア䊛は長く⛯かない、ඨ年後

にはち䉆んと支ᛄえる状ᘒになるから、商ᄁを⛯けようと強く

本社に言い、ベロリ䉹ンテ支ᐫはそのまま商ᄁを⛯けてまし

た。 

88 年に日本にᚯりましたが、その年のイン䊐レ₸が 700㪄

800％でした。日本人にとっては、700㪄800％というのはାじ

られないᢙሼだと思います。スーパーマーケットでの୯Ბが

2 日か 3 日ごとに変わり、レストランのଔᩰも 1 ㅳ間䈾どで

変わるという時代で、ャ入೙㒢も厳しくなり、しばらくブラジ

ル経済はૐ⺞でした。 

90 年䌾93 年は東ർ部Ꮊ⍮事をしていたコロール大統領

が選ばれ、経済㐿᡼政╷をᛂち出し、規೙✭๺がなされて

ャ入も自↱化された時代でした。92 年にはリ䉥でⅣႺ会⼏

が行われました。 

93 年䌾97 年までリ䉥支ᐫ長とし、ౣ度ブラジルに駐在し

ましたが、93 年は最ᖡでした。 

政ᐭ⊒⴫でもイン䊐レは年 2㪃500㩼に㆐しました。これは当ὼ

のことながら、800％の時よりももっとひどいです。Ფ日୯Ბ

が変わるんです。「こんなひどいイン䊐レはどうして⿠こる

の䋿」と当時෹人だったర企画大⤿ᦚく「イン䊐レというのは

国民が政ᐭをା用しないから⿠こる、国民が政ᐭをା用す

ればイン䊐レはおさまるよ」 

94 年の 7 月 1 日からカルドー䉹ర大統領が大⬿大⤿の

時に、イン䊐レᠡṌᣉ╷として、レアル計画を⊒⴫し、１米ド

ル䋽１レアルということになりました。ᓐのイン䊐レኻ╷は非

常に⦟く考えられたኻ╷だったと思います。それまで૗回も

行われたイン䊐レᠡṌኻ╷がోてඨ年ぐらいで失ᢌしてい

るので、どうせ今回もඨ年後にはరのᧁ㒙ᒎと੍ᗐしていま

したら、ᓐはㆊ෰のኻ╷がどうして失ᢌしたかをో部ᬌ⸽し

て、国民に政ᐭをା用させ、イン䊐レがない素᥍らしさを૕

㛎させることによりイン䊐レを෼᧤させるという方╷を⻠じた

のです。 

◲නに⺑᣿しますと、74 年 2 月からウルビというᐛの通貨

を૞り、ඨ年間ドル化の੍行演⠌をやったんです。ウルビと

は⌀のଔ୯というᗧ๧で、１ドル䋽１䍑䍷䍩䍼䋽2㪃500 クルゼイロ

としますと、Ფ日クルゼイロは米ドルにኻしಾり下がるので、

今日は、１ウルビは 2㪃500 クルゼイロ、᣿日は 2㪃550 クルゼ

イロと政ᐭがᲤ日ಾり下がったクルゼイロを⊒⴫するのです。

レストランに行くとウルビとクルゼイロで୯Ბが⴫␜されてお

り、クルゼイロは変わりますが、ウルビは૗日経っても変わら

ないのです。 

それをඨ年間国民にଔ୯が変わらない通貨を持つことは

こんなに素᥍らしいことだと教えㄟんだんです。これはカル
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ドー䉹᳁の大ഞ❣だと思います。 

レアル計画がഞをᄼし、94 年にはイン䊐レがᴉ㕒化して

94 年ᧃのイン䊐レが 700％ぐらいまで下がりました。95 年か

らはᓢ々に下がって今は大૕ 4％から 5％です。イン䊐レが

෼まってみんなが቟心して物が⾈えるようになりました。 

要するに高イン䊐レ下では、⽺ਲな人は、⛎ᢱをもらった

ら、すぐその⛎ᢱで物を⾈わないとଔ୯がどんどん下がっ

ていく。月の最初に⛎ᢱをもらったら⽺ਲな人は಄⬿ᐶもあ

りませんから１か月分の㘩ᢱは⾈えないので、ඨ月分の㘩

ᢱを⾈う。で、今度は 16 日にᱷりのඨ月分の㘩ᢱを⾈うの

です。例えば 100 ⾃っても⾃った日は 100 でも１䊱月後に

は、50 になってしまう。従って、100 の⛎ᢱも実際はᐔဋ୯

75 なのです。ところが、イン䊐レがなくなると 100 の⛎ਈは１

か月後も 100 なんです。だからセメント１ⴼ⾈う⽺ਲな人が、

10 ਁ人がいれば、10 ਁⴼᄁれるんです䈰。だからイン䊐レ

がなくなり経済は஗ṛすると੍ᗐされていましたが、大ⴐの

ᶖ⾌が増えて、᥊᳇は⦟くなったのです。それを当時は䇶Ⳟ

のᶖ⾌䇷と呼んでいました。カルドー䉹大統領は結ዪౣ選さ

れ、95 年から 2002年まで務めました。 

97 年からサンパウロの社長になり、2000 年に日本にᏫっ

て来ました。 

ブラジルの大統領は 3 選⑌ᱛなので、2002 年からルーラ大

統領が選出されました。ルーラ大統領はഭ௛ౄ出りで、当

初⽷⇇および⻉外国からਇ቟ⷞされましたが、カルドー䉹

大統領の経済政╷を〯ⷅし、ၷ実な経済ㆇ営を行いା用を

高めました。 

ルーラ大統領はその後ౣ選され現在に至っていますが、

ᓐは後世䇶ฬ大統領䇷と言われると思います。 

ブラジルはポルトガル₺国のᬀ民地として建国され、常に

⽺ንのᏅが大きな国でした。ルーラ大統領は、東ർ部の⽺

ਲな人に生活⵬助をどんどん㈩り、最ૐ⾓㊄を上䈕ていま

す。私の 30 ᢙ年の経㛎ではブラジルの最ૐ⾓㊄はㆊ෰米

ドルで月 60㪄100 ドルでしたが、現在は 200 ドルを⿥えてい

ます。 

日本では䇶ばらまき政╷䇷と非㔍されそうなᣉ╷ですが、ブ

ラジルのような⽺ንのᏅが大きな国では、この政╷は的をᓧ

ていると思います。 

ブラジルの GDP が 1 ళ 3 ජంドル、外貨Ḱ஻高が 2㪃000

ంドル以上、ኻ外ௌ務が 1㪃300 ంドルと、私が駐在していた

㗃にはାじられない経済指ᮡになっており、レアル計画㐿

ᆎ後 14 年以上も経っていますが、１米ドル䋽2㪅2㪄2㪅3 レアル、

イン䊐レも 4㪄5％、㋶物⾗Ḯ、㘩ᢱが豊ንなブラジルの዁来

は᣿るいと思います。 

三井物産をㄉめてからダイキン工業に勤務し、今でも年

に 3、4 回ブラジルに出張していますのでこの 18 年のṛ在

記㍳が、どんどんまだિび⛯けてるというのが現状です。ご

ᷡ⡬どうもありがとうございました。（拍手） 

ᨋ↰㧦غ

岡田さん、ありがとうございました。

それでは、時間の関ଥもありますので、取りᕆ䈑次の高ᯅ

⎇一さんのご紹介をします。ブラジル生まれで 1954 年に両

ⷫと姉ੑ人、ᒉ一人とともにᏫ国されて、日本でℂ学部卒業

後、大阪市┙大学の⸃೬学教ቶ助手となり、大阪ᐭ┙⋴⼔

大学を経て、現在はㅌ職はされております。高ᯅさんには、

ブラジルの移民のお話、そしてᏫって来られてからのお話

をパ䊪ーポイントをరにしながら、話をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

㧔̪⸼㧦ߩ࠻ࡦࠗࡐ࡯ࡢࡄ⾗ᢱߪᧃየ⾗ᢱᷝߡߒߣઃ㧕 

㜞ᯅ㧦غ

はい。紹介にありました高ᯅです。

私は 1946 年にブラジルで生まれています。両ⷫはᤘ๺

5 年ブラジルに移民して、いわゆる一⥸的に言われている

ㄘ業移民としてコー䊍ーᩱၭなどをしながら 6 人の子ଏを⢒

てました。私もサンパウロから西䈻 600㫂㫄 㔌れたロンドリー

䊅近くのアサイと言う、日系人がഃ⸳したコロニア（日系人コ

ミュニティ）でᐜዋ期をㆊごしましたが、ῳⷫ自りは日本に

すぐにᏫりたいと、いわゆる「㊄のなるᧁ」コー䊍ーでです䈰、

お㊄をఢけて日本にᏫるというᄞを持って行ったんですが、

皆さんᓮ存じのようになかなか上手くいかなかったんです

䈰。でも、日本社会にኻするᏫ属ᗧ⼂が非常に強かったの

で、私自りは䋸ᱦまでは日本語しかし䉆䈼ったことがなく、

日本語でしか「勉強」したことがなかったです䈰。 

で、そういったᒻで日本にᏫることになったのは、ᤘ๺ 29

年㩿1954㪀⑔井の田⥢にᏫって来たんですが、その時に実際

は言語として日本語をし䉆䈼っていましたので、すんなりと

日本の学ᩞに入ることができました。そういうᗧ๧で非常に

ラッキーな、ⷫがそういう考えを持っていましたのでラッキー

なⅣႺでした䈰。その後はそのままずっと日本のዊ中高ᩞ・

大学を出ることができました。 

で、常日㗃から私自りはどういうᗧ⼂で᥵らしていたのか

と言いますと、私はもともと生物学をኾ᡹してましたので、

「サケは生まれたところにもう一度Ꮻって来る」っていう⺑が

ありますが、私もやっぱりブラジルで生まれてますので、どう

もそのⴊはᱷっていたようで、いろんなところで地下鉄のつ

り㕟見ても「ブラジル」という言⪲があるとすぐこう目がいった

りです䈰、そういう状況でずっと᥵らしていました。⛘ኻにブ

ラジル人と結ᇕしたいと思ってましたので、ちょっとㆃくなっ

たんですが、日系人のブラジル人と結ᇕすることができまし

た䈰。やっぱりそういうブラジルにኻするあこがれをずっと

持ってましたので、自分自りもやっぱり「移民の子として生き

てる」というᗧ⼂は今も生きています。ところで、今、ブラジル

移民と言うのは今年 100 周年というふうに言われてますが、

日本では日本ブラジル交流年となっていますので「移民の

子」としてはちょっとਇḩの題ฬなんです䈰。やはり私として

Palestra Comemorativa "Ano do Intercâmbio Japão - Brasil" 

―81―



移民というものがේೣになっていますので、実はこのスライ

ドについて日本ブラジル交流年を移民 100 周年記念イベン

トという㘑に、ൎ手にᦠいてしまっています。↳しわけないで

す。はい。 

来年は大阪・サンパウロ姉妹都市協会の 40 周年ですが、

私自りももう多分 20 年近い会ຬになっていると思いますが、

そういったᗧ๧もㄟめて今回こうしたᯏ会に私が話をさせて

いただけるのは非常にశ栄だと思っています。 

では、次のスライドをお願いします。 

皆さんᓮ存じかと思いますが、1908 年 4 月 28 日═ᚭਣ

が␹ᚭから 781 ฬの移民をਸ਼せて出᷼しました。6 月 18 日

にブラジルのサントス᷼の第 14 ၟ㗡に着ጯしました。その

サントス᷼の近くにこういう記念⎼があります。その記念⎼の

ฝ下に、『大地にᄞを』という⎼㌏があります。つまり、ここに

移民した人たちは非常に大きなᏗᦸを抱いてブラジルに来

たのですが、現実は厳しかったんです。 

次お願いします。 

サントスに着いた後、スライドฝにありますこういうቴゞで

す䈰。正⏕には「貨ቴゞ的な೉ゞ」で移民はサントスからサ

ンパウロまでㆇばれました。Ꮐの౮⌀はᣥ移民෼ኈ所なん

ですが、そこに⚂ 1 ㅳ間䈾どṛ在してブラジルో国にഭ௛

力として㈩属されました。ᱧผ的な移民の建物です。現在は

「移民ඳ物㙚」になっています。 

次お願いします。 

いろんなところに移民の移住地があります。これは昨年の

౮⌀なんですが、レジストロというところがあるんですが、そ

こに移民ඳ物㙚があることをోὼ⍮らなかったんです䈰。移

民のことに関心がありながら、૛りこのことを⍮らなかったの

です。やはりブラジルにᷰった人たちは今年移民 100 年目

を迎えて、80 周年の記念のときにも、いろんなඳ物㙚を建

てています。その中のひとつの建物がレジストロで、こうして

▵目にᱧผ的建ㅧ物をᱷしております。 

下の方は、หじレジストロの一ⷺで日ષ文化協会です。ブ

ラジルに行った日本人は日本をᔓれないというᒻで文化を

⛮ᛚしています。ᕟらく日本にᱷっている文化のかなりฎい

部分がまだブラジルにᱷっていると思いますし、実際に⾗

ᢱ㙚の中に入っていくと日本には今ではᕟらくもう見られな

いような⾗ᢱがいっぱいᱷっています。戦೨のレコードとか

です䈰、多分日本では今ᄁったらおቲになるようなものが

いっぱいありまして䈰、日本人としてのᱧผもᱷすᒻで、こう

したඳ物㙚で今年 100 年目を記念してさまざまな活動をし

ております。 

次お願いします。 

これは昨年のหじ時期に行った時にお会いした上ේᐘ໪

先生なんですが、ブラジル஥の 100 周年記念ᆔຬ会のᆔ

ຬ長を務めておられてまして、ブラジル移民 100 周年の記

念で⊞ᄥ子様が行かれたときのご案内ᓎやធㆄされた人物

です。実は上ේ先生は現在サンパウロ大学の⚳り教授にな

っておりますが、私とㅒで、ᴒ✽で生まれて䋹ᱦでブラジル

に行かれました。サンパウロ大学を出て、そして大阪・サン

パウロ姉妹都市協会とは⋥ធ関ଥないのですが、大阪市┙

大学とサンパウロ大学間の⎇ⓥ者交流のコーディネーター

をされておりまして、私自りも⎇ⓥ者交流の一Ⅳで、サンパ

ウロ大学に⍴期⇐学させていただいたことがあります。その

ときからの⍮り合いになります。上ේ先生は䋹ᱦでブラジル

に行って日本生まれのブラジル人と言っていますが、ㅒに

私は 8 ᱦで日本にᏫって来ましたので、ブラジル生まれの

日本人ということなんですけれども、実際はお੕いに話して

ますとやっぱり日本人としての共通部分でいろんなことが話

できるというᗧ๧で、あとのディスカッションの中でもいろい

ろ出てくると思うんですが、「言⪲」というものがさまざまなᗧ

๧で㊀要なキー䊪ードと思っています。 

次お願いします。 

移民について見ますと戦೨の移民は現在 6 世まで生ま

れております。戦後移民は 4 世まで。それから、駐在ဳの岡

田さんとか駐在ຬの子ଏとしてブラジルにṛ在したධ⼱さん

などで、国☋を持っている場合、ᣢに日系 3 世まで生まれ

ていると思います。それから現在日本に来ている在住の日

系ブラジル人、ブラジル時代からカウントしてもう 5 世まで生

まれております。․に先䈾ど林田᳁が言われました日本の

中での日系ブラジル人の問題はこれからいろいろ⿠こって

来るだろうという話もこのイベントの中で、後䈾ど話をさせて

いただきたいと思います。 

最後のスライドをお願いします。 

きょうのテーマの「内なる国際化」ということなんですが、

私が考える問題ὐとして一つだけ↳し上䈕れば「移民にお

けるኡኈᕈをどうᶩ㙃するか」ということです。「ኡኈᕈのᶩ

㙃」のᗧ๧ですが、ᕆỗに物事を変えようとしても非常に㔍

しい㕙がありますので、ゆっくりと㙃って変えていく。つまり、

日本の中に入って来るブラジルの日系人はいろんなことを

やります。例えば䉯ミの出し方もਇ๧いところもありますし、

やたらどこかに⸅ったりします。日本人の目から見たら異⾰

に見えるけども、それはそれ䈡れの文化の․ᓽなので、「ブ

ラジル人はそういうもんなんだ」というブラジル人のおおらか

さを含めて、日本の方々もです䈰、ゆっくりとそういう目で見

ていただけると᦭㔍いと思います。ブラジルの中で日本人

が非常に᷷かい目で見守られブラジルの中に取り入れられ

ブラジル社会で活躍できるようになったんですが、日本人の

中に入ってきている日系ブラジル人にኻして、今、ブラジル

の日系人がブラジル人社会で活躍できているのとหじような

場をどう提ଏできるかというのがこれからの問題として出てく

るんじ䉆ないかと私は思っています。一⇟下の問題ὐにつ
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いては先䈾ど林田先生が指៰したように、もう一つこれから

大きな問題として出てくるだろうというふうに今考えています。 

ということで、私の問題提⿠を⚳わらせていただきたいと

思います。 

ᨋ↰㧦غ

ありがとうございました。（拍手）

高ᯅさんは日本にᏫってこられてからやっぱり大変に⧰ഭ

されて勉学を進める中、折々に大変すばらしい教Ꮷに出会

われ、日本語の学⠌、学⠌言語としての日本語というものを

きちんとりに付けられ、そして最高学ᐭまで⊓りつめられた

わけです。ᤘ๺ 49 年㩿1974㪀ごろは日本で非常に医者がᔅ

要であるという好ᯏもあって、医学部の⸃೬学教ቶの教ຬਇ

⿷もあり、大阪市┙大学医学部、そのあとは大阪ᐭ┙大学

⋴⼔大学で医学のၮ␆教⢒に長年携わってこられました。

ブラジルからᏫって来られた日本人としてᮨ▸的なキ䊞リア

をⓍんでこられたことになるでしょう。 

 それでは、⛯きましてධ⼱さんの方からお話をいただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

ධ⼱㧦غ

皆様おはようございます。ධ⼱かおりと言います。

私は生まれは႓市で 1976 年にῳⷫのォ勤で 11 ᱦ、当

時ዊ学ᩞ 6 年生でしたけれどもそのときにブラジルにᷰりま

した。場所は䉣スピリトサントᎺ䊯ィトリア市で日系人の非常

にዋない街でした。そこで、当時ブラジル・イタリア・日本の

さっきお話しされていた鉄㍑の関ଥで一大プロジ䉢クトがあ

りまして、そこにῳがそのプロジ䉢クトにෳ加するため会社

の方からᵷ㆜というᒻでォ勤となりました。 

私は当時 11 ᱦ、アル䊐䉜ベットもわからず、ోく日本語し

か話せない状ᘒでᷰષしました。 

当時は日本人が通う日本人⵬⠌ᩞ、駐在ຬの子ଏたちの

ために日本とหじ教⢒をしている学ᩞですけれども、そこが

ඨ日೙だったのでඦ೨中そこに通いながらඦ後からはห時

に現地ᩞ、ブラジル人の学ᩞにඨ日通っていました。 

それでᓢ々にポルトガル語を勉強してⷡえていったわけ

ですけれども、1980 年に日本人⵬⠌ᩞ・中学部を卒業にな

りました。日本では中 3 までが⟵務教⢒で外国に住䉃日本

人にኻする高ᩞ教⢒はありませんでした。日本では教⢒が

ዊ学ᩞ・中学ᩞ・高ᩞで 6㪄3㪄3 ೙ですけれども、ะこうの場

合は 4㪄4㪄3 ೙で 1 年ዋなく、日本より 1 年ᣧいのです䈰。

そういうことで私が日本ᑼの中学部を卒業したときには年齢

の上で現地の高ᩞ 2 年生でした。そこで当時現地ᩞに通っ

ていたのですが、೎の学ᩞの高ᩞ 2 年生に✬入学しました。

この高ᩞというのは日本人が䈾とんどおりませんで、ోく外

国人の中で᥵らすことになりましたが、家では日本語をし䉆

䈼っていました。高ᩞ生ぐらいだと「私が日本人だ、外国人

だ」という感じで周りが見ていて、ធし方もちょっとよそよそし

いところがあり、私は「外国人」と⹺⼂されたままそこで勉強

しました。そうすると⵬⠌ᩞがなくなり一日中ポルトガル語の

授業を⡬いているわけですから日本語の活ሼに㘫えてしま

い、長いᄐભみに入ると日本の␲Უから日本語のዊ⺑をい

っぱいㅍってもらって、そのዊ⺑を⺒みあさった時期があり

ました。 

それで、次の年は高 3 になり、その次の年 1982 年 1 月

には大学ฃ㛎をして䍂䉣スピリトサントㅪ㇌国┙大学・医学部

に入学しました。そこでこの医学部なのですが、当時入学し

た㗃クラスのඨᢙがᅚᕈでした。日本で多分その㗃の医学

部にᅚᕈはዋなかったと思いますけれども、ะこうではそう

いうᗧ๧で㚔ᨴみやすかったです。 

大学に入ると高ᩞのときとは㆑ってみんなもう「外国人」と

かそういうような✢ᒁきがなくなり、᥉通にブラジル人として

ずっと授業にも出ていました。෹人も周りはブラジル人ばっ

かりでしたし、大学には日系人がዋなく、また生☴の日本人

はいませんでしたから大学で日本語をし䉆䈼ることはోくあ

りませんでした。 

そして医学部は 6 年೙なので、1987 年 12 月に大学を卒

業し、ะこうの医Ꮷ఺⸵を取ᓧしました。当時は医Ꮷ఺⸵を

取ᓧしたのが日本より 1 年ᣧく、日本で卒業するよりも 1 年

ᓧをしたようになっていました。それまでブラジルでずっと

勉強しておりましたので、一度日本の∛㒮を見てみたいと思

い、⇐学することになり、1988 年 4 月から 1 年間大阪大学・

第 4 内科「⠧人∛医学⻠座」で⎇ୃしました。この間、1 年日

本人の中で生活したわけです。それまで大学時代にブラジ

ルで生活していたときの自分のアイデンティティは、結᭴もう

ᘠれⷫしみ周࿐にṁけㄟんでいたので、自分としてはもう

「ブラジル人」と䈾䈿หじだと思い、ዋしのᏅはただの୘人

Ꮕだろうと思っていました。しかし、日本にᏫ国し、一年間ㆊ

ごした中で日本人と共存すると、いろいろな考え方とかଔ୯

ⷰとかが私の人生最初の 11 年間に日本でᒻ成された人ᩰ

と䊐ィットするものが多いということがわかり、ここで初めて私

はやっぱり「日本人」だったのだと∩感しました。 

で、大阪に 1 年間いたのですが、実際家族が皆ブラジル

に住んでいましたし、私だけ日本にずっと住䉃᳇もありませ

んでしたから、1 年後ブラジルにᏫりました。そこでブラジル

にᏫって初めてカル䉼䊞ーショックをฃけました。日本に来

たときにカル䉼䊞ーショックはありませんでした。というのは

日本のことは大૕㔀⹹とかテレビとかで⍮っていましたので、

あんまり䉩䊞ップはなかったのですけれども、ะこうにᏫって

からな䈟自分がポルトガル語をし䉆䈼れるんだろうとか、な

んでブラジル人の෹㆐がいっぱいいるんだろうとか、そこに

すごい㆑๺感をⷡえました。㆑๺感をⷡえつつ、ちょっとだ

け、1 か月くらいᒁきこもった時期がありました。૗か外に出

るのがᔺいみたいな感じで。でもその後またᘠれて来まして、

その次の年 1990 年には⎇ୃ医になるテストをいくつかの∛

㒮でฃけ、リ䉥デジ䊞ネイロの∛㒮にฃかったので、リ䉥の
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方にᒁっ⿧しました。そこで 1990 年の 1 月から 2 年間リ䉥

のある౏┙∛㒮で⎇ୃ医として௛きました。しかし、先䈾ど

岡田さんがおっし䉆ったように、この時期はすごい䊊イパー

イン䊐レの時期だったのです䈰。それで、౏┙∛㒮というの

はただでさえ、⛎ᢱがዋなく、また当たり೨のように⛎ᢱの

支ᛄいが 1、2 か月おくれるのです䈰。䊊イパーイン䊐レで

すから 1 か月おくれたらもう物ଔがどんどん下がっていくわ

けで、2 か月後に⛎ᢱが出てもです䈰、ଔ୯としてはさらに

ૐい⛎ᢱになっている。そういうことが 2 年間⛯きました。当

時日本人の෹㆐で、駐在ᵷ㆜で来られてブラジルで௛いて

いる人がいたのですけれども、その人たちは日本から⛎ᢱ

が出ていてその⛎ᢱベースで௛いておられるわけです䈰。

หじ年齢なのにこのᏅは૗だろうと思いまして、これはブラ

ジルにいるのは૛りよろしくないかもしれないと、ちょっとし

たෂᯏ感を持ちました。䈾かにも私は国☋が日本だったの

で、ะこうでは౏務ຬにはなれなかったんです䈰。⎇ୃは

できましたけど、౏務ຬとして正規ណ用されることはなかった

ので、そういうℂ↱もありその⎇ୃが⚳わった 1992 年にまた

日本にᚯって来ました。 

この 92 年にすでに私の家族は、ブラジルは治቟がᖡ化

して⺃ᜌ事ઙが多くなって来ていたので、ῳⷫだけᱷして

日本にᏫって来ていました。それで私も 1992 年に改めて大

阪大学で、今度は೎の科である᡼኿✢科に入ってそこで⎇

ୃをᆎめました。 

ห時に日本で医Ꮷ఺⸵を取ᓧするための勉強をᆎめ、そ

の間ෘഭ省でᢙ々の⹜㛎をฃけなければいけなかったわ

けです。ၮ␆医学の⸃೬学・生化学・生ℂ学などから⥃ᐥ医

学までో部日本語でⷡえ⋥し、ᢙ々の⹜㛎にパスしまして 1

年間大学∛㒮で⎇ୃし、最⚳的には 96 年に日本の医Ꮷ国

家⹜㛎を日本人と一✜にฃけて日本の医Ꮷ఺⸵を取ᓧしま

した。 

そこからは大阪大学の人事で地域⋵内の∛㒮をォ々と௛

いて移ったわけですけれど、現在は関西国際ⓨ᷼のኻጯに

あるりんくう✚合医療センター市┙泉૒野∛㒮で、もともと外

国人の多い∛㒮だったところ、私がポルトガル語・ス䊕イン

語・⧷語でኻ応น⢻だということが判りまして 2006 年に国際

外来が⸳┙され、そのᜂ当医にᛮᠾされました。 

現在は外国人ᖚ者も増え、30 ᢙฬの医療通訳者の方々

が当㒮で活動し、その協力૕೙のもと外国人医療にあたっ

ています。時々来るブラジル人ᖚ者と話すとᔅず「あなたブ

ラジル人ですか、どこの出りですか䋿」って⸙かれるので

すが、૗か私的には「ブラジル人です」とは言いにくくて、い

つも「ブラジルに 15 年住んでいた日本人です」とこたえて

います。以上です。（拍手） 

ᨋ↰㧦غ

ただいま、ᓮ三方それ䈡れの言語ᱧあるいはその職業ᱧ

について、大変⾆㊀なお話をいただきました。一⥸的な話

ですけれども⣖の⊒㆐について大૕ 3 ᱦ䌾14 ᱦぐらいま

では言語をฃけ入れるのにᨵエにኻ応できるということです。

我々はそういう⣖を持っているわけです。だからそのㆊ⒟で

大૕ 11 ᱦぐらいが最初の、これをᲣ語と言っていいのか、

第一૶用言語を₪ᓧすることになるわけです。皆さんのお

話を⡞いておりまして、岡田さんは大学を卒業しᯏ᪾ᛛⴚの

ኾ㐷家になられたわけですが、ブラジル䈻行かれてもう 30

年以上にわたる交流や駐在勤務などの中で、ポルトガル語

を⠌ᓧしていかれるわけです䈰。ブラジルでは 1978 年は

一つのポイントになる、つまり移民 70 周年に現在のᄤ⊞が

⊞ᄥ子時代にᐔ๺外交で⸰ષされ、それから㚂⋧もブラジ

ルを⸰れ、当時の日系社会の活躍を見てサンパウロ大学に

日本語科をഃ⸳して国際交流ၮ㊄から人᧚෸び⾗㊄を支

出させたという経緯があります。ただห時に、いわゆる日本

という国が、1980 年を᜽んで 㪡㪸㫇㪸㫅 㪸㫊 㫅㫌㫄㪹㪼㫉 㫆㫅㪼 ということ

で、かなりᄤ⁑になっていた時期です䈰。ブラジルではそ

の 80 年以㒠つまり․に民政化以㒠イン䊐レが⇐まることを

⍮らないということは、先䈾どの岡田さんのお話にもありまし

た。92 年から 93 年は䊊イパーイン䊐レで 1㪃000％あるいは

2㪃500％という時期であり、その中で日本人の駐在ຬ社会で

はやはり治቟の問題もあり、なかなか現実のブラジル社会と

ะき合うことができない時期でもあったわけです。岡田さん

の場合は、いわゆるブラジル経済の「奇跡の時代」でありま

したし、ブラジルで実際に外国語⎇ୃや⻠⟵をฃけられて、

教ቶ内で最೨೉に㒯取り教Ꮷのໜが㘧䈹ぐらいのところで

ᾲ心にポルトガル語を勉強されたわけです。ᛛⴚኾ㐷家と

して当ὼ日本語でᛛⴚの⍮⼂がありましたが、そういうᗧ๧

ではポルトガル語の学⠌は非常に᦭ലだったと言えますし、

1978 年以೨に外国語学⠌がかなりᔀᐩできたと思います。

やはり岡田さん自り、言語あるいは文化、あるいは㘩生活な

どを通じて、ブラジルを⍮るということが内的に㉯成されてい

ったわけです。⏕かに岡田さんは大人になってからポルト

ガル語にធしられたわけですけれども、┙ᵷなポルトガル

語の૶い手であると௢は考えております。 

 さて、高ᯅさんですけれども、ブラジルで生まれて日本に

ᚯって来られたわけですが、そのᐜዋ期はブラジルでㆊご

されておられます。家では日本語を૶って、家ᐸ外の生活

ⅣႺはこれは当ὼブラジルですからポルトガル語の言語文

化ⅣႺの中にあるわけです。そういうものが高ᯅさんの心の

中で、ᓇ㗀がやはりかなり大きいと思うのですが、どうでしょ

うか。 

㜞ᯅ㧦غ

そうです䈰。さっき話したように私のⷫῳは戦೨の教⢒を

ฃけて、᣿治 43 年生まれですから䈰。そうするとそのᓇ㗀

が非常に大きくて家の中は日本語だけ、ㅒに言うと外に行っ

ても「現地の子ଏとㆆ䈹な」と言うぐらいのかなり厳しいⅣႺ

だったです䈰。でもそういうふうにいくらㆤᢿしても、子ଏは
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家から出て行きますから、いろんなᓇ㗀をฃけて行きます。

ᐜዋ期にฃけたⅣႺですか、「ブラジルのⅣႺ」っていうの

はやっぱりᱷってました䈰。 

で、日本にᏫって来てㅒに今度は日本のዊ学ᩞでクラス

の子たちも私を見る目はやはり「ブラジル人」として見てるん

です䈰。日本語しかし䉆䈼れないんだけれど、「ブラジル

人」として見てるということでした。ずっとそのことはᱷってま

したよ。田⥢でしたから自分でポルトガル語を勉強するって

いう䉼䊞ンスがありませんので、㊄ᴛ大学に入学したときか

ら今度は「ポルトガル語」を改めて⁛学で勉強しました。また。

たまたま日系人のᇾさんをもらうことができたんで、日常会

話はまたブラジル語になっていって、そういったᒻでやはり

ずっとブラジルの言語が㗡に入ってるというⅣႺは⛯いてま

す䈰。 

ᨋ↰㧦غ

高ᯅさんとは付き合いはもう 20 年以上になりますけれど

も、᜙見していてすごく㐿᡼的な㔓࿐᳇をお持ちなんです。

それはやっぱりブラジル仕ㄟみかなというふうに思います。

先䈾ど岡田さんのご子ᕷがᐜ⒩࿦で෹㆐のᅚの子にキスさ

れて、随分ᶋきᶋきした᳇分になった、というお話もありまし

た。そういうやっぱりラテン的で㐿᡼的な᳇分が、高ᯅさん

の心の中に結᭴入ってるような᳇がします䈰。 

㜞ᯅ㧦غ

ㅒに言うと䈰、ධ⼱さんの場合にะこういたときにちょっと

1 回ᒁきこもるような状ᘒになったというのは、ちょっと㆑うん

ですか䈰。そのㄝ。 

ධ⼱㧦غ

私の場合は、そうです䈰。ะこうに行ってブラジル社会の

中で生きていたので、ቢోにブラジル人化しているようで、

でもスラングとかまではまだわからないレベルだったので、

結ዪみんながいろいろジョークを言い合い╉っているときに、

そこまでは入って行けないような部分はあったのです。ただ、

⦡々なこと䈻のኻ応の仕方とか考え方とかにはもうᘠれて、

ะこうで周りの෹㆐の考え方とかを⡞いて⢒って来ましたか

ら、そういうのはోく問題なかったのですけれども、やっぱり

日本に来て日本人の中で生きてみると、例えば╉いのつ䈿

にしたって、⦡々なことがちょっとずつ㆑うんです䈰。そうい

うᗧ๧でやはり日本に䊐ィットしていることがわかり、そこで

初めて自分としても、ะこうにいたときはただあわせていた

だけで、自分が自ὼにห化していたわけではないのだなと

いうことが判りました。それがわかってしまった時ὐでその考

えを持ってౣびブラジルにᏫって来たときには、自分のな

かに㆑๺感が生まれたんだと思います䈰。 

ᨋ↰㧦غ

 ධ⼱先生の場合にはやっぱり 11 ᱦでะこうに行かれたと

いうことですから、その感ᖱ㕙、感ᕈのかかわる部分です䈰。

やっぱりそれは日本語の文化がりについていると思います。

ただ、ブラジルに行かれてからは、いわゆる学⠌言語、⺰⼏

⢻力をやはりブラジルでポルトガル語で㎊えられ、そういう

ⅣႺにどっ䈺りᶐかったわけです。しかも先䈾どのお話あり

ましたけれど、ブラジルでは大学に入る場合が１年ᓧなんで

す。だから、ධ⼱さんは 17 ᱦで大学に入学されているんで

すよ䈰。 

おもしろいことに実は入▤法の改正された 1990 年以㒠に

日系の方々が日本䈻非常にኈ易に来られるようになった時

期に、非常に一つのシン䊗リックな例として、ブラジルの高

ᩞを出た人を大学でฃけ入れるというサンプル的な方が૗

人かおられるんです䈰。一人の方は௢は非常にⷫしくて、

昨年サンパウロのカトリック大学でฬ⹷あるඳ჻ภを取られ

ました。ᓐᅚの場合日本に来たとき、17 ᱦですから本当は

大学に入れないんですけれども、そこをᣥ外大・日本語、⇐

学生センターで大学生にした、という経緯がありました。 

さて、ධ⼱さんは日本にᏫって来られた時期はやっぱり

ブラジルが䊊イパーイン䊐レで大変な時期であったというこ

とでしたが、その後日本からブラジル䈻行かれてます。1994

年以㒠、ブラジルが経済的に⪭ちついた時期にです䈰。そ

のころはやっぱりශ⽎が変わりましたか。 

ධ⼱㧦غ

私はブラジルの永住権を持っていまして、これを 2 年ごと

にᦝᣂしないと失ってしまうので、一応ะこうでも医Ꮷとして

௛けますから永住権を失ってしまうとౣ度取ᓧするのは㔍し

いだろうということで、Ფ回 2 年ごとにブラジルにᏫっていま

す。そのつど෹㆐に会って話を⡞くのですが、私がブラジ

ルを෰ったころは仕事をする上でひどいⅣႺだったのが、2

年ごとにᏫるとちょっとその⛎ᢱがよくなっていて、またその

2 年後にᏫるとさらにちょっとよくなっているという感じで、ዋ

しずつ医Ꮷのഭ௛᧦ઙがよくなっているように思います。で

も⋧変わらず治቟はいつもᖡくᏫっても出かけたりするのは

૗かᔺい感じがします䈰。ブラジルにᏫるときは 1 ㅳ間ぐら

いしかભみが取れず、そのうち 3 日は㘧行ᯏと時Ꮕ䈿けで

ᶖえてしまいますから、行ったと言ってもᢙ日ではあんまり

状況がᛠីできないままᏫって来るので、ౕ૕的な⚦かい

変化はちょっとわからないです䈰。 

ᨋ↰㧦غ

ありがとうございました。

それでは、皆さんからะかってᏀ手に座っていただいて

いる、世代的に言うとዋし⧯くなるおੑ人にお⿧しいただい

ています。 

まずは、⇌本さんです䈰。⇌本さんの場合にはᐜዋ期に

ㅒに日本からブラジルに行かれて、学⠌言語がバリバリの
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ポルトガル語であったとお⡞きしていますが、先䈾どからお

話が出ております 1992 年にご家族で日本にᏫって来られ

ています。現在はこの大阪国際交流センターで勤務してお

られます。 

では⇌本さんの方から、まずはこちらの先ヘ方のお話を

⡞いて、ご自りの言語ⷰや語感と言いますか、そういうお話

をዋししてもらえますでしょうか。 

ᧄ㧦⇌غ

そうです䈰、自分୘人の話になりますが、私はᲣがブラジ

ル人でῳが日本人なんですが、もともと私は日本で生まれ

たんです。ちょうど日本が経済的にもよくなってる時代にᲣ

とῳが日本にቢోに出Ⓙ䈑というᒻで日本にᚯってきました。

Უは日本にṛ在中もいつかブラジル䈻ᚯるという感ⷡでῳ

と一✜に᥵らしてて、そのうちに私も生まれました。だけど結

ዪ日本の経済とブラジルの経済をᲧ䈼ると、実際は日本の

方がいいっていう判ᢿをῳはしていたのですが、Უは⧯か

くてῳのそういう思いにこたえてやっぱり実際㔌ᇕすること

になってしまって。ちょうど私が 5 ᱦになった㗃、Უはやっ

ぱりブラジル人なんで自分の家族に近いブラジルにいた方

がいいという話になって、私とఱをブラジルにㅪれてったん

です䈰。 

で、岡田さんのお話にもありました 92 年の䊊イパーイン

䊐レではいろいろうちは大変だったんです。ちょっと話がᚯ

るんですけど、Უがౣᇕしたときに私と合わないところがあ

って、自分はもう大人だと考えて家から出て、自分一人で人

生をᱠいていこうと思いました。結ዪ経済的にいろいろ⧰ഭ

して、大学は中ㅜඨ┵になったんでが、92 年に日本にᚯっ

て来ました。日本にᚯったときにはもうこのような㗻┙ちなの

でみんな私を見ると問題にするんです。言⪲も日本語で言

えるのは、こんにちは、こんばんはとか◲නな᜿ᜦだけ。例

えば日本人の場合は「おはよう」を「おはようございます」とも

言うんですよ䈰。言⪲の後ろに「ございます」ってついてた

ら、え、これ૗て言ってるんだろうか、という状ᘒで日本にᚯ

って来たんです。私は言⪲もోくℂ⸃できなくて、いわゆる

3䌋の仕事から日本の生活をスタートして、ここまで来ました。 

これぐらいの日本語はし䉆䈼ることができるんですけれど

も、やっぱりきちんと学ᩞで、学⠌言語としても⠌ったことな

いから、これからいろいろ㗎張りたいと思っています。 

ᨋ↰㧦غ

⇌本さんの場合もこうやって話をしていたら、もう᥉通の

日本人みたいですよ䈰。「⺒みᦠき」それから「⡞く話す」と

いうことで↳しあ䈕ると、やっぱり「⡞く話す」はもうቢ⅜なわ

けですよ。 

ᧄ㧦⇌غ

ええ、そうなんです。⺒みᦠきとその会話っていうものの

間に本当にოがある。大きいოがあります䈰。その大きいო

を፣すっていうのはきちんと学ᩞ教⢒をฃけることがᔅ要に

なると思います。 

ᨋ↰㧦غ

⇌本さん䈰、こうやって日本にᚯって来られたときにはも

う成人になっていましたから、タイ䊛スリップするわけにもい

きませんし、学⠌言語として日本語の⠌ᓧはできませんから

䈰。実際に。 

ᧄ㧦⇌غ

そうです。そのとき日本にᚯって来たっていっても一人で

ᚯって来たから、自分でⒿいで自分で生活しなき䉆いけな

いから、その分やっぱり勉強できなかったところもあるんで

す。まだまだこれから㗎張りたいと思います䈰。 

ᨋ↰㧦غ

それでは、今度はバルバラ・ピ䉣トラガラさんです。

バルバラさんは、デ䊗ラさんという 1 ᱦ年上の姉がいるん

ですが、1997 年に、家族とともに 9 ᱦで来日し⁴ὓにዊ学

ᩞ、中学ᩞ、高ᩞとです䈰、日本語をりに付けられて、先ㅳ

⏕か日本語⢻力ᬌቯ⹜㛎1 ⚖をฃ㛎されました䈰。 

それこそ見かけは外国人ですけれども、┙ᵷに日本語で

「⺒みᦠき」「⡞く話す」もできるブラジル人です。それでは、

バルバラさんから⇌本さんとหじような話をバリバリの関西ᑯ

でお願いします。 

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

はじめまして。バルバラです。

そうです䈰、私は日系 3 世としてブラジルのサンパウロの

田⥢で生まれ、ⷫはᲣ方のおじとおばが日本から移民で来

た人で、おᲣさんはブラジル国☋ですが日系人です。で、

おῳさんはア䊐リカ系とイタリア系であり、私はそのో部のミ

ックスいうことです。 

 䋹ᱦまでブラジルに住んでまして、ある日⓭ὼⷫが日本に

出Ⓙ䈑をしに行こうと。ブラジルの᥊᳇はそんなに⦟くなく、

それは 1997 年です。仕事は、やっぱり物ଔがだんだん上

がって来ている時期で、経済的にもすごくᖡいとまではいっ

てなかったんですけど、日本に行けば仕事がある、お㊄が

◲නにもらえる、というསを⡞いて日本語もわからずに日本

に来ました。 

 そしてዊ学ᩞ 4 年生として日本のዊ学ᩞに入り、ోくその

時期は学ᩞに外国人がいなかったんですが、学ᩞの೙度と

しても日本語を教えるクラスがなく、日本人ばかりの学⚖に

入りㄟみ૗も言⪲はわからないまま授業にෳ加していました。

で、䋲年後ぐらいにはだんだん日本語がわかるようになり、

中学ᩞを卒業して日本人のように高ᩞをฃ㛎しました。఺㒰

があったんですが、఺㒰と言っても時間が 1㪅3 ୚になる⒟
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度だったんです䈰。で、日本語にふり઒ฬがᦠかれている

ような状況で、工業高ᩞに入学しました。その時期もずっと

ⷫは「あと䋲年でブラジルにᏫろう」といつもそういう目ᮡだっ

たんです。子ଏとしては、「ああ、ブラジルにᏫったら、さら

に教⢒がฃけられる」っていうことを思ってたんですけど、Ფ

年Ფ年หじことの➅り⿧しで、䋲年後にᏫろうという話をされ

てたんですけどいつになってもᏫれないじ䉆ないかと、ㅒ

に෻⊒をしてしまって、高ᩞのときにブラジルに一度Ꮻりま

した。家族で、まあᣏ行のつもりでᏫったんですけど、その

話が出たධ⼱さんとはዋしㅒで、ブラジルにᏫったときに私

はブラジル人だというアイデンティティを取りᚯしたんです

䈰。 

今まで高ᩞの１年生まではずっと私は日本人と思いこん

でたんです。日本人とずっと勉強して来たし、ખ間たちも日

本人ばかりだったので、自分は日本人になれると思ってた

んですけど、ブラジルにᏫったときに、「私、૗か㆑う。ブラ

ジル人なんだ」ということを実感したんです䈰。ブラジルの

ㆡ当さ、大ざっぱさとか。私はこちらだったんだということを

りにしみて感じて、日本にᏫって来てからそのアイデンティ

ティというものをౣ度考えるようになりました。 

で、やっぱり高ᩞの教⢒をฃけるにあたって、このまま高

ᩞだけを卒業しても出Ⓙ䈑だし日本に来られている方みた

いに工場勤めになるんではないかな、という㘑に感じました。

そのことにኻして、やっぱりせめて大学の学力をつけて卒

業すれば૗とかこの世⇇でいい職につけるんではないかと

いう思いから、大学に進学すると዁来を᳿めて、今は大学䋳

年生で国際文化学を勉強しています。 

ᨋ↰㧦غ

どんなことを勉強されてるんですか。

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

今は異文化ⅣႺをኾ᡹しておりまして、す䈼てを異文化

として考えるんです䈰。年代にしても、ᕈ೎にしても、職業

関ଥもす䈼て異文化として見るんですけど、文化だけでなく

世代も異文化、૗もかもが異文化として考えるような学科で

す䈰。 

ᨋ↰㧦غ

なかなか㔍しいኾ᡹です䈰。ありがとうございました。バ

ルバラさんの場合には、かなり㕍年期に近い時期になって

ブラジルに行かれて、自らがブラジル人であることを᳇䈨く

のですが、やはりその感ᕈ的な஥㕙、感ᖱ㕙はᓐᅚにとっ

てはやはりブラジルでありポルトガル語であるということだっ

たんですけども、ᓐᅚの場合にはやっぱり日本に来られて、

ご両ⷫから「今すぐにもブラジルにᏫりたい」とᲤ回そう言わ

れ⛯けて今日に至っているわけです。そのㄝりのことにあま

りᏀฝされず、日本語のṽሼ力をはじめ、日本語を学⠌言

語としてりにつけられたというのは非常によかった選ᛯだと

思います。そして、ある時期にブラジルにᏫったら今度はポ

ルトガル語に目ⷡめて、そしてᓐᅚは自分の言語ルー䉿を

たどろういう取り⚵みを成人になってからᆎめられてるいう

わけです。今、一生 ๮ᓐᅚはポルトガル語のㆃれを取り

ᚯそうとして、日ᄛポルトガル語の学⠌にもബんでおられる

ということです。 

 さて、それでは⊓სしていただいてる方々のお話をいっ

たん⚳えたところで、岡田さんはご出演の方のうちどなたか

にこんなことを⡞いてみたいとか、૗か⾰問があったらᛩ䈕

かけていただけますか。 

ጟ↰㧦غ

⾰問というより高ᯅ先生が言われました䇶移民をฃけ入れ

るኡኈᕈのᶩ㙃さ䇷という言⪲にᵈ目したのですけれども。 

私、駐在してまして、移民された日本人それから日系人の

方々がブラジル社会に非常に⽸₂されてるということが、

我々企業で進出している者にとってすごいメリットっていうか、

日本人の地૏がしっかり⏕┙されているので我々進出企業

は非常に商ᄁがやり易かったということです。 

それは═ᚭਣ以来、当時日本で生活するのが本当に⧰

しかった方々が、ブラジルᅏ地に入ᬀされ、⨹れた࿯地に

行き、㐿ნされたわけですけどᤋ画でⷰても、生存されてい

る移民の方のお話を⡞いても本当に大変だったようです。し

かし一ᣛ᜼䈕るまで、日本にᏫってもしょうがないとᱤを㘩

いしばって、自分はዊ学ᩞしか出なかったけれど、子ଏに

は中学、高ᩞ、できれば大学教⢒をฃけさせたいと㗎張ら

れたと。その結ᨐ、今日系人の方は、大学教授とかお医者

が多いんです。 

それから日本人はཐをつかない、㛐さないということがブ

ラジル社会で⏕┙されていることは、私たちにとって本当に

᦭㔍いことです。 

一方、今ブラジルから日本䈻௛きに来ている方、いわゆる

デカセ䉩の人㆐は、もうブラジルで生活が出来ないというの

ではなくて、日本は生活᳓Ḱが高いし、日本の方がもっとい

い⛎ᢱが⾃えるからと来られている人が多いのではないか

と思います。හち、ᤄの═ᚭਣ以来の移民の人と、それから

今日本に来ているデカセ䉩の方とはちょっと㆑うかな、と。 

現在ブラジルからのデカセ䉩の方は 30 ਁ人を⿥えてます

が、高ᯅ先生が提⿠された䇶日本人に本当にその移民をฃ

け入れるኡኈᕈが出来るのか䇷という事については、ブラジ

ルにᣈけるブラジル人のኡኈさと異なり、私はዋ々⇼問ⷞし

ています。 

日本人はዊさなፉ国、しかも᦭ผ以来一度もઁ国からଚ略

されたことのない国にዬ住してきた世⇇でも⒘᦭な民族で

す。従って、見⍮ら䈯人を見ると、あの人どこの出りかな、ど

この生まれだろうとか、૗かᩮជり⪲ជり⡞いたりします䈰。

だから日本人は自分と異⾰のものをなかなかฃけ入れられ
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ないんじ䉆ないかと思うんですけれど、高ᯅ先生、どう思わ

れますか䋿 

㜞ᯅ㧦غ

⏕かにᤄ移民としてブラジル䈻行った場合と、ㅒに今そ

の子ቊが日本に来てる場合の状況は、หじような仕事をさ

せられているという部分ではหじだと思うんですけど、やっ

ぱり日本人というベースで考えた場合ච分教⢒をฃけたくて

も出来なかった一世の人がੑ世の人の教⢒に力を入れて

いた。つまり人間ていうのはやっぱり教⢒がベースだという

ၮ本᭎念を持っていたということです。だから今ブラジル人

で日本に来ている、例えばバルバラさんのおῳさんたちも

含めてです䈰、やはりそういうⷰὐに┙ってもらえれば、つ

まりブラジルの中で૗で先人の日系人が今いい地૏に就い

ているかというと、高等教⢒をฃけてるんです䈰。で、それ

を支援したのはやっぱりそのⷫなので、せっかくこう日本に

来ているのに、ただනに出Ⓙ䈑で⚳わるんではなくて、や

はり子ଏたちにち䉆んと教⢒をฃけさせるというふうにⷫが

かかわって䈾しいなと思います䈰。だからブラジル人、日本

人でももちろん問題はหじだと思うんですが、やっぱりブラ

ジルから日本に来ているブラジル人にそういうふうになって

䈾しいなと。それがないとです䈰、100 年後を見ᝪえたⷞὐ

というのが出てこないんじ䉆ないかというふうに思ってます。 

ᨋ↰㧦غ

バルバラさん、どうですか。

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

私もห感です䈰。やっぱりⷫたちは日本に来るときはห

時に目ᮡを持って来るんです䈰。例えば、「5 年日本にいて

お㊄をⒿいでブラジルにᏫろう」という目的で来るんですけ

れども、子ଏたちにもそういうことをインプットするんです䈰。

ですから子ଏもዊ学ᩞに入っても、「どうせすぐブラジルに

Ꮻるし、ブラジルでまた勉強できるから」という᳇持ちで学ᩞ

に入るんです䈰。でも、ⷫがそういうことを言っていなけれ

ば子ଏたちも、「じ䉆、今勉強を㗎張るんだ」という᳇持ちに

なるんじ䉆ないかなと思うんですけど、ⷫはずっと家でも「す

ぐにブラジルにᏫるから勉強なんてしなくてもいいよ」ってい

うような感じです䈰。私のⷫもそうだったんです䈰。高ᩞに

入るとお㊄がかかるからᣧく就職しなさい、ということも言わ

れて。でも෹㆐関ଥてすごく強いじ䉆ないですか、日本で

は。私は、෹㆐が高ᩞ行くから෹㆐と一✜に高ᩞ行けなかっ

たら、その✼もಾれてしまう、という᳇持ちだったんです䈰。

で、ⷫに෻⊒して高ᩞ、そして大学まで行ってるんですけれ

ども、やっぱり子ଏたち自りにも᳇䈨いてもらいたいです䈰。

ⷫが持った目ᮡに自分がどのようなᓎഀをᨐたしているの

か、ただⷫのⓨᗐによって日本に来てるんではないか、とい

う⇼問を子ଏたちにも持ってもらいたいなと思います。 

やっぱり中学ᩞまでは⟵務教⢒なので、学ᩞにも૗となく

行く日系ブラジル人の子ଏは多いですが、高ᩞฃ㛎になる

とやっぱり䊊ードルもすごく高くなってきますし、日本語力が

ないとᶋき上がれないこともあるんです䈰。日本ではだんだ

んと೙度的にもポルトガル語で૞文をᦠけたりする場合もあ

るんですけど、やっぱり子ଏの時からの教⢒にኻする考え

方をもっと紹介できたらいいなと思います。教⢒をฃければ

こんだけᧂ来がᐢがるんだよという。工場で௛くのではなく、

日本でブラジルとのかけᯅになれる人間になる、そのᱠみ

を૞っていきたいなと思います。 

ᨋ↰㧦غ

なかなかかっこいいです䈰。ただ、バルバラさんは高ᩞ

から大学䈻進学するときに、නに෹㆐が行くからというのは

なくて、やはり多分に日本語を学⠌言語としてずっとⓍみ上

䈕て来ているので、やっぱりそれも大きい要素かとおもうん

ですが。どうでしょうか。もっと日本語を勉強したい、などある

んじ䉆ないですか。 

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

でも一⇟やっぱり෹㆐です䈰。

ᨋ↰㧦غ

෹㆐ですか。

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

はい。日本語力が付いたことから自分の力を⹜したいと

いうこともあったんですけど、日本人の෹㆐がいることによっ

て自分の生活が成り┙っていたって思います。その෹㆐が

いなくなったら、私どうなるんだろう、と。ブラジル人の෹㆐

はᢙえる䈾どしかいなかったんです。䋵人ᧂḩとかです䈰。

中学ᩞ卒業して勤める人ってዋないじ䉆ないですか。皆さ

んの世代でも。結ዪ、仕事をしたら先ヘと先ヘとのつながり

ばっかりになってしまうことから、私はやっぱり෹㆐のベを⛯

けて、日本人で、というᗧ⼂だったんです䈰、中学ᩞまでは。

このખ間から外れてしまったら、もう一生入れないっていう

感じを持っていたので、まず෹㆐との✼を⛯かせるためにと

いうことを大事に思いました。 

ᨋ↰㧦غ

今さらながら、皆さまにお⺑教してもとは思いますが、日

本の学ᩞで外国人の子ଏたちが多いとはあんまり実感しな

いです䈰、現状は。大阪ᐭ下の 880 ਁ人ญあるいは大阪市

250 ਁ䌾260 ਁ人ญの中で、࿶ୟ的に戦೨からの在日ᦺ㞲

人、㖧国人の方が 14㪄15 ਁというようなᢙሼです。それに上

ਸ਼せするᒻで大阪ᐭో૕で 21 ਁぐらいのところです。で、

ブラジル人は 4㪃000㪄4㪃500 人ぐらいです。 

私は教⢒ᯏ関におりますから、例えば大૕ 40 人のクラス
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で、ห一外国☋の子ଏがੑ人いることは非常に㊀要だと思

います。それはクラスの 5％にあたります。しかし現状を言う

と、バルバラさんもおっし䉆ったように 80 人でやっと 1 人い

るくらいです。100 人でやっと 2 人とかそんな状況、つまりቅ

┙ή✼なわけです。だから෹㆐のきずなといったものを大

事にするというときにやっぱり日本語がᔅ要です。日本語を

どんどん㎊えていくことによって෹㆐との関ଥも円Ṗに⊒ዷ

していきますから、非常にそういう㕙では、バルバラさんが

日本語を選ᛯしているᔅὼᕈは、そのᢙのዋなさや、経済

事ᖱも含めて、それがᓐᅚをこうならしめているということに

なると思います。 

 ዋしᚯりますと、先䈾ど岡田さんの方からもお話がありまし

たように、ㆊ෰ 100 年間で日系人はブラジルの社会に 140

ਁぐらいおります。ブラジルの人ญは 1 ం 8㪃000 ਁぐらいで

すから、これは 1％、いや 1％にḩたないですか䈰。ただ、

サンパウロ市に関して↳し上䈕ますと、1㪃100 ਁくらいの人

ญ。東京並みですけれども、サンパウロでは日系人が 55 ਁ

人ぐらい、つまり 5％くらいです䈰。ところがサンパウロ大学

だけだとそのഀ合が一᳇に 15％になります。私の෹人のブ

ラジル人家ᐸで見ますと、5 世、6 世の子ଏが今大学年齢と

か卒業年齢でおります。ฦ学部で㚂Ꮸ卒業者が日系で䈡ろ

䈡ろいるわけです。もう皆さん当ὼのごとくお医者さんやᑯ

⼔჻になられたりする。国家⾗ᩰでブラジルのỗὓな┹੎

社会を生きᛮいていこうというわけです。 

૛⺣ですけれども、日本においても大阪においても在日

ᦺ㞲人、㖧国人の方が当ὼのごとくお医者さんやᑯ⼔჻に

なられる。私は 53 ᱦですけれども、大૕ 50 ᱦบが在日㖧

国ᦺ㞲人の 2 世に⋧当しますが、やっぱりみんなお医者や

ᑯ⼔჻になろうと高学ᱧを持っていて、┙ᵷに社会で௛い

ておられます。それを支えるコミュニティのᢙはやはりᔅ要

ですよ。その目቟として、私は人ญにභめるഀ合 5％がコミ

ュニティをᒻ成する最ૐ㒢のᢙሼであると考えることにして

います。 

現在外国人が日本で⏕かに㓸中してる地域、例えばこの

ところ話題になった⟤Ớ加茂市などは 5 ਁ人の人ญで 10％

を外国☋住民がභめ、ブラジル人が非常に多いですが、ᣧ

ㅦ今回の㊄Ⲣෂᯏがฦ地でᓇ㗀しᆎめたところです。5％を

⛽持できるというのが現在日本でどれぐらいの規ᮨの社会

か、ちょっとシミュレーションで計▚しましたら、22 ਁ人䌾23

ਁ人の人ญがあってやっと 5％。それ以上になるともう 5％

に㆐しないんです䈰。22 ਁ人というとこの近ㄝでቲႦ市とか

です䈰、言ってみると大都市圏ではないということです。や

はり大都市圏、つまり 100 ਁ人規ᮨの都市以上、大阪クラス

あるいは東京都なんか 1㪃500 ਁ人ですけども、それぐらい

のクラスのところで社会的な状況が学ᱧをⓍみ㊀䈰ることで

社会進出も࿑れるということがない㒢りは、やっぱり本当に

᛼しつ䈹されてしまうんです䈰。 

先䈾ども言いましたように、多文化共生と言ってもそれは

⛗にᦠいた㘿のようで、実際上はそれ䈾ど共生は上手くい

かなくて、どうしてもଔ୯ⷰの᛼しつけになったりしますから、

我々が社会のマイ䊉リティであると⹺めリス䊕クトをするという

ことは非常に㊀要ではないかと思っております。そうでなけ

れば「内なる国際化」が進まない。これから現在の経済ෂᯏ

を経て、やはり我々の社会の人ญがỗᷫするのは⏕かで、

外国の方をฃけ入れるということがまたᆎまると思いますが、

その折にはやはり今↳し上䈕たようなℂ⸃をして、きちんと

したᒻで合法的にഭ௛力の⏕଻を行う。そういうイン䊐ラを

ᢛえていかないとこれからの日本は世⇇的にも大変なこと

かなというふうに思います。 

ዋしちょっとこれは、私の方で⣕✢をしましたけれども、そ

うしましたらどうでしょうか。ධ⼱さんから、ઁの方に૗か⾰

問はありませんか。 

ධ⼱㧦غ

感ᗐなんですけどバルバラさんのお話で、私がちょうど

ኻᾖ的だったので、やっぱり自己のアイデンティティという

のはそのᐜዋ期にᒻ成されるものなのかなということが、ශ

⽎としてはᱷりました䈰。はい。 

ᨋ↰㧦غ

結ዪ、言語のᒻ成としては、勉強が㔍しくなってくる大૕

10 ᱦか 11 ᱦごろからです。11 ᱦごろから「社会科」の勉強

っていうものがᆎまりますので、どうしてもそれ以೨の年齢と

言うと感ᖱの⴫現「うれしい」とか「ᔺい」とかそういうものが中

心になりますから、その部分のᒻ成がその時期にᨐたされ

ることは自ὼだったろうと思います。 

 さて、それではです䈰。今からは䊐ロアの皆さんの方から

それ䈡れのスピーカーかあるいは୘人の結びになるような

⾰問やᗧ見の交឵等をዋししてみたいと思っておりますの

で、᜼手をいただいてご⊒言いただくということをしたいと思

います。どんなことでも結᭴ですので、ちょっと⡞いてみた

いということがありましたら、ᤚ非このᯏ会を೑用してご⊒言

いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

おฬ೨とご所属等をお願いいたします。 

㨅᳁㧦غ

ฬ೨ですけど、䌙と言います。

私も日系䋳世で、非常に⥝๧深く⡞かせていただきました。

パウロさん（高ᯅさん）がおっし䉆ったように私も家ᐸの中で

教⢒にすごく㊀ὐを置かれまして、10 ᱦで日本に来たんで

すけど、大学を出まして今は京都外国語大学大学㒮ඳ჻⺖

⒟に通っていますが、教⢒に力を入れるというのはすごく大

事なことだと思うんです。ዋしお話を⡞いていて私が⇼問に

思ったのが、ブラジルでは日系移民は教⢒に力を入れて医

学部などを卒業して、今はすごい上⚖層でブラジルの国を
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支えています。そういう移民、日系が多いのです。それを今

度私たち日系ブラジル人が日本でしようと思えば、やっぱり

日本は社会ో૕がブラジルよりもずっと、૗て言ったらいい

んでしょうか、ၮ⋚がෘいですよ䈰。その中で䉼䊞ンスって

いうものがやっぱり私たち日系人にはちょっと㒢られてるん

じ䉆ないかなって思うんです䈰。また教⢒には経済的にす

ごくお㊄がかかります䈰。ブラジルでは大学は国┙大学と

かはήᢱで行けてお㊄はあんまりかからないんですが、日

本では非常に⧰しいんです䈰。出Ⓙ䈑として両ⷫがブラジ

ルから日本に来て௛いている中ではなかなかみんながᛄえ

るものではないものだと思うんです。そういった経済的な問

題ὐもあると思うんですが、日本社会の中では出Ⓙ䈑の子

ଏ、子ቊたちが生きて行く中で、䉼䊞ンスが㒢られていると

いうところにちょっと国の㆑いがあると思います。そういった

ⷰὐからお話を⡞かせていただければと思いました。 

ᨋ↰㧦غ

䌙さん、どなたにᓮ⾰問ですか。どなたにお話が。

㨅᳁㧦غ

そうです䈰。林田先生か、パウロさん（高ᯅさん）にお願

いします。 

ᨋ↰㧦غ

では、高ᯅ先生からどう䈡。

㜞ᯅ㧦غ

実は䌙さんは⍮り合いなんです。

私はブラジルに生まれて日本にᏫってきたわけですが、

䈾とんど日本で᥵らしている日本人なんです。 

ちょっと紹介の中に入ってますが、いわゆる 1908 年にブ

ラジルに═ᚭਣが出᷼して 100 年目を記念して、4 月 27 日

に、本当は═ᚭਣ出᷼の日は 4 月 28 日だったんですが、

␹ᚭのメリケンパークで 100 周年のイベントを㐿௅し⋓り上

がったんです。その主௅が␹ᚭの䌎䌐䌏法人の関西ブラジ

ル人コミュニティーというところで、それに私はちょっと関ਈ

しています。 

さて、ただ今の⾰問ですが、⏕かに日本の中で勉強して

いくっていうのはバルバラさんを含めて非常に厳しい状況

にあると思います。私の場合はᤘ๺ 29 年ですから今の状

況とోὼ㆑いまして䈰、田⥢ですしᖱ報もなかったんです

けど、いい先生にᕺまれまして、先生といろいろ話をする中

で、こうした方がいいよとか、あるᗧ๧では私の進〝を᳿め

てくれたような先生に出会ってるということです䈰。ですから

日本の教ຬの中にも問題があると思うんです䈰。日本の先

生方の中に、文化の異なる生ᓤをฃけ入れる先生がいると、

その先生にኻして自分が入りㄟめていろんなことが⋧⺣で

きるという部分が出てくると思うんです。周りの෹㆐も自分に

ኻして૗も目をะけてくれないし、学ᩞの先生も目をะけて

くれないと、やっぱりその㔓࿐᳇の中で勉強するᗧ᰼は出

てこないです䈰。 

だから先䈾ど岡田さんが言われたように、日本人が変わ

って䈾しいという部分もあるんですけれども、․に教⢒の中

ではどうも先生方の見る目が今増えている日系人の中にま

だะいていないなと感じます。だから、ブラジル人の子ଏた

ちが学ᩞに行っても૛り勉強する㔓࿐᳇になってないように

思います䈰。 

日本の中では㔍しい、ో部䊊ードルが高いって言うんで

すけども、そういう先生に出会えるような状況、教⢒的な文

化が日本の中にこれから増えてくれば、おそらく日本のブラ

ジル人の中でもその䊊ードルを⿧える人が出てくると思いま

す。これは外国人に㒢らず、日本の子ଏたちもそうだと思う

んです。日本の教⢒の問題に通じるところがあって、やはり

いろいろなᐢいⷞ野を持った教⢒者が教⢒の中で増えてく

れば、日本、ブラジルに㒢らずそういった問題ὐが⸃᳿され

てくるだろうと思います。 

しかしながら、現状ではそんな◲නには行かないだろうと。

非常に時間がかかるけども、でもやはり私はブラジルから日

本に来ているⷫとその子ଏたちのᗧ⼂も変わることが大事じ

䉆ないかなと。子ଏたちが問題を⿠こしても学ᩞの先生に⋧

⺣できるぐらい両ⷫが援助して行かないとちょっと㔍しい状

況にあるのかなと思っています。 

ᨋ↰㧦غ

ありがとうございました。

䌙さんの方から私も指ฬされましたので。バルバラさんもで

すが 㪰 さんも、ዋしかわいそうな㕙があると思います。つま

り社会的な૏置䈨けがዋし中ㅜඨ┵なんです䈰。日本人で

もなく、外国人でもない。そういうときはいわゆる一⥸的には

⇐学生ということになります。本学でも⇐学生を今後もっと増

やそうという話があるんですけれども、いわゆる⇐学生とし

て来る外国人には非常にᛒいがৼካですよ䈰。ᅑ学㊄もた

くさんあって。とにかく大学㒮まで行かせよう、そして日本を

好きになってもらって、日本で就職してもらおうっていうシ䊅

リ䉥あるんです。しかし、おੑ人の場合はそういうᗧ๧で非

常にその存在がᦌᤒです䈰。そのどちらでもないんです䈰。

やはり就職においても、雇用者஥にそのㄝりの協力や㈩ᘦ

が௢はᔅ要かなと思いますし、今後は、そんなこと言ってら

れませんから、やっぱり⢻力があれば雇用するという方ะも

当ὼ出てくるはずですから䈰。それに期ᓙしたいです。そう

でなければ、移民と言いますか、ઁ国の人をฃけ入れると

いうことはもうできない、と思います。 

ありがとうございました。 

ઁにどなたかありませんか。せっかくのᯏ会ですから。

100 年に１度のᯏ会ですので。 
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٤㨄᳁㧦

すいません。所属は三㊀のฬ張のർ中学ᩞというところ

で教ຬをやっております。ブラジルの生ᓤとかかわりを持っ

てる外国☋の生ᓤを支援する部ዪをᜂ当しています。 

 䋲ฬいまして、今１ฬはᏫ国しており、Ꮻ国したままㅪ⛊が

なく日本にᏫって来ません。そういう状況の中で今年の 8 月

に実は䌊䌉䌃䌁の教Ꮷᶏ外⎇ୃプログラ䊛でブラジルのサン

パウロの方に行かせていただきました。そのプログラ䊛の中

で日系人社会のᱧผや日本移民⾗ᢱ㙚の見学、また日系

ㄘ家シライᬀ民地というところまで行ってそこで日系ㄘ家の

方のお話を⡞いたり、ዋしブラジルの勉強をさせていただき

ました。 

たくさん⾰問はあるんですが◲ẖに䋲ὐお願いします。 

バルバラさんですけども、先䈾ど 9 ᱦで来日をして႓の方

のዊ学ᩞ、中学ᩞと上がって来た中で、自分のアイデンティ

ティというのは、日本人なのかそれともブラジル人という⹶り

を持ってるのか、をお⡞きしたいです。私はいつもブラジル

の子ଏたちはどっちなのかなと᳇になってるんですけども、

ブラジルの子としても生きて䈾しいし、日本人のよさというの

もやっぱりつかんで䈾しいというので、バルバラさんご自り

の中でのアイデンティティっていうのをどうお考えか⡞かせ

ていただきたいのが１ὐ目です。 

もう１ὐはです䈰、どなたという方は指ቯはないんですけ

れども、サンパウロに行ったときに日系人社会についていろ

いろと考えたんです。日系人社会がこれまで 100 年▽いて

来たᱧผっていうのは非常にすばらしかったとすごく感じま

した。ただ、ではこれから 100 年後を見たときに日系人社会

というのはどうなって行くんだろう。例えば今もう日系 3 世、4

世の人たちの日系人ห჻の結ᇕというのがᷫって来て、現

地の中ではやっぱり非日系人間での結ᇕが増えて来ている。

そうすると日系コミュニティというのも 2 世のころにᲧ䈼ると

ᒙくなって来たというお話もいろいろ⡞かせていただきまし

たので、どなたでも᭴いません、これから 100 年後を見ᝪえ

たときに、日系人社会というのはなくなっていくのか、それと

もどうなって行くんだろう、というあたりをお⡞かせ願いたい

と思います。 

㧦࡜ࡃ࡞ࡃغ

アイデンティティからなんですけれども、私は高ᩞ生の

16 ᱦまでは、㗎張れば日本人になれると思ってました。日

本語も流ᥰに話せるようになりましたし、中りもᣢに日本人

になっていて自分のことを日本人だと思ってました。でも、

ブラジルにᏫってから、やっぱりブラジルっていうアイデン

ティティが自分に含まれているっていうことを感じるようにな

りました。今では自分のアイデンティティはブラジル人かなと

思ってるんですけれども、やっぱり日本の社会で教⢒もฃ

けて来ていますので、40％ぐらいは日本人じ䉆ないかなっ

て思ってます。 

やっぱりブラジル人はすごく₸⋥なんです䈰。でも日本

人はちょっとបえ目なところがありますよ䈰。私はブラジル

人のように₸⋥ㆊ䈑るところもあったり、日本人のように㆙ᘦ

する場㕙もあるんです䈰。だから、本当にこんな言い方は

ᖡいんですけど、ブラジルと日本のいいところだけを取って、

でもちょっとブラジルっていうアイデンティティの方が強いん

じ䉆ないかなって思います。 

日系人社会についてですけど、私の考えではなくなるこ

とはないんじ䉆ないかなと思います。ブラジルで日系人社会

に私も入ってたんですけれども、日系じ䉆ないと૶えないプ

ールであったり会㙚であったり、そういうのがたくさんあるん

です䈰。ご先␲が日本人であればそれを૶うことができるん

ですよ。⸳஻も᥉通のブラジルの⸳஻よりすごくᢛっていて、

そこで日系人のコミュニティがあってコミュニケーションを取

る場にもなりますし。日系人社会はなくなることはないです

けど、ᶖえつつコミュニティがᐢがって行くのではないかな

と思います。ઁの皆さんはどう思われますか。 

ጟ↰㧦غ

先日䌎䌈䌋テレビでアメリカの日系人という⇟⚵を見まし

た。 

アメリカでは、中国人、㖧国人それからベト䊅䊛人がどん

どん増えて来て、現在では、日系人が䋴⇟目になったらしい

です。これとหじことがサンパウロで⿠こってます。サンパウ

ロのリベルダーデ地඙はᤄは日本人街と呼ばれていました

けれど、今は東ᵗ街とฬ೨が変わりまして、࿯産物ደとか日

本㘩ᢱຠᐫの⋴᧼は日本語でᦠかれていますが、䉥ー䊅

ーは、㖧国人だったり中国人だったりします。どんどん日本

人、日系人がዋなくなって来ていることから考えると、アメリ

カにおける日系人が今ではアジア系アメリカ人と呼ばれて

いるように、዁来、ブラジルでも日系人がアジア系ブラジル

人と呼ばれるようになっていくのかなと。 

㗻もૃたような㗻ですし䈰。 

どうして中国人や㖧国人が多くなったかと言うと、บḧの

人は、中国により૬合されるリスクを䊓ッジするため、それか

ら㖧国もධർ問題があるので、⽷産を持ってきて永住するた

めに来ているのです。そのᗧ๧で、═ᚭਣの日本人より最

初から経済ၮ⋚がある人たちが来ているので成ഞする⏕┙

が大きいのです。 

高ᯅ先生はどうお考えですか䋿 

㜞ᯅ㧦غ

そうです䈰。今年 100 周年の記念パレードがサンパウロ

市内であったんですけど、その中に 3 世、4 世、5 世の非日

系の人たちのෳ加が多いです䈰。つまり日系社会の中に先

䈾ど言いましたようにだんだんᷙⴊが日本人とのᷙⴊも増え

てきましたよ䈰。もう日本の文化そのものをℂ⸃する非日系

人も今増えてますので、そういうᒻで日系社会はᱷっていく
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だろうと。だから日本の文化そのものはいろんなᒻでᱷって

いきますので、日系社会の中でቢోにもう日本的なものが

なくなって行くような状況にはならないだろうと思います。で、

それをち䉆んとવえるシステ䊛は大家族೙なんですが結᭴

まだブラジルではᱷってるんです䈰。日ᦐ日になるとⷫのと

ころにみんな㓸まって㘩事をしてᏫっていくという㔓࿐᳇は

まだᱷってます䈰。․にブラジルに移民しているのはᴒ✽

出り者が多く、ᴒ✽のコミュニティの結᧤力は非常に強いの

で、ᴒ✽の文化はᴒ✽にᱷるよりもブラジルにᱷっていると

言われてるぐらいです。ᕟらく዁来的には日本の文化もブラ

ジルにᱷっているっていうことになるかもしれません䈰。ま

た、日本文化を非日系人がℂ⸃している。すしも㘩䈼ますし、

〭りもするし、カラ䉥ケもするし、これが日本の文化かって言

えば失␞なんですけど、⨥道とかେฏも含めて高文化的な

部分もห時にそれを出 しているぐらいのレベルでᱷって

ますので、そう◲නにはなくならないだろうと思ってます。私

が生きている㒢りとは思いますけど。 

ᨋ↰㧦غ

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、まだ時間がありそうですので、どう䈡。

㨀᳁㧦غ

௢は␹ᚭにあります⽷࿅法人日ષ協会の䌔と↳しますけ

ども、今年 100 周年ということでブラジル行ってまいりました。 

ちょうど 13 年೨の阪␹大㔡災後にブラジル人と日系人の

方が␹ᚭにお⿧しになったことがありまして、␹ᚭ䌎䌈䌋᡼

ㅍዪのർ西 200䌭のところにある 100 年೨の国┙移民෼ኈ

所、今の␹ᚭ移住センターという建物をごⷩになりました。

現在改ୃ工事中ですが、改ୃのきっかけは阪␹大㔡災の

後でୟუした␹ᚭの街においても␹ᚭ移住センターが厳ὼ

と建っているᆫを見て、「100 年間㗎張って来たブラジル日

系人の方々があるのとหじように、日系人の出⊒地である␹

ᚭ移住センターをᱷして䈾しい」という要ᦸがあったからで

す。もともとは国┙移民෼ኈ所でしたけれども、その後␹ᚭ

市に移▤され、現在は౓ᐶ⋵、␹ᚭ市と⽷࿅法人␹ᚭ日ષ

協会がㅪ携を取りながら、改ୃ૞業をしています。来年の 9

月にできあがる੍ቯですが、日系人の方々が⧰ഭをもろと

もせず㗎張り䈯いたそのᱧผをᱷそうとしているんです。 

現在ブラジルでは日本人がᔅᱫに㗎張ってきたᆫによっ

てブラジルに大きな⿷跡をᱷしています。しかし、その日系

人の方々がだんだんとⴊは⭯くなっています。例えば、先

䈾どおっし䉆った日本人街は東ᵗ人街とฬを変えるぐらい

一部の経営者を㒰いては、日系から中国系、㖧国系に移っ

ていますが、やはりその私どもとしてはᶏ外日系人会㙚をᱷ

すということで、活動しております。 

日本から 100 年೨に⦁で出⊒した方々を␲先として日系

の方は現地でቯ着しておられますので、ㅒにこれからは先

䈾どの䌙さんが言っておられた日本に来られたブラジルの

方々をどう日本が援助するかというのも含めて、そういうㆇ動

を政ᐭなりあるいはฦ自治૕がきちっと䊐䉤ローするとห時

に、また日本人がせめて地域社会でㅪ携を取りながら、私ど

もは⾏易も含めた␹ᚭを᜚ὐとしてですが、日系人社会を、

․に日系ブラジル人の方を守っていかなければと私自り強

く思っております。 

٤ᨋ↰㧦

⾆㊀なᓮᗧ見ありがとうございました。

それでは೨のもう一方、ご⾰問があったと思いますけど、

どう䈡。よろしいですか。 

٤㨆᳁㧦

私は現在大阪に住んでおりますがᤘ๺ 9 年から両ⷫ、ᒉ

妹とともにブラジルに移民として行きました。3 年間ㄘ業をや

っていってその後サンパウロに出て来ました。ᤘ๺ 28 年 4

月に日本にᏫって来ました。 

ブラジルにおける日本人社会を高く⹏ଔしてるのはブラ

ジル政ᐭとブラジル社会です䈰。日本政ᐭは․に外務省を

ᆎめとして国にᝥてられたと考える移民の間でシ⬦されて

いるんです䈰。それとあまりブラジルにおける日本人社会の

ことを⍮らないと思います。 

例えば第ੑ次大戦の時は、ブラジルでは野⩿があんまり

なかったんですが、日系人がサンパウロ㇠外のᬀ民地に野

⩿を૞ってᣂ㞲な野⩿をᄁる⎇ⓥをしたんです。後にこれ

を感⻢して時の大統領が㑑௥と共に現地に来て私たち両ⷫ

も含めた日系人に、ᣂ㞲な野⩿を㘩䈼れるようになったの

はあなた方のおか䈕ですって␞を言われたんです。もしこ

れがㅒだったら日本政ᐭはそんなことするでしょうか、と思う

とブラジルの心のᐢさを感じました。 

ブラジルの最近のᣂ⡞で見ましたけど日系 3 世で㒽ァ中

዁になった人がᅏ地の方䈻行ったり、⼊ኤ所長や市長など

あらゆるところで日系が活躍しております。そういうことが日

本ではోὼ⍮られてないんです䈰。 

コー䊍ー࿦でも道〝を᜽んでฝ஥がブラジル人のㄘ࿦、

Ꮐ஥が日本人のㄘ࿦とすると、日本人のコー䊍ー࿦には⨲

一つ生えてません。ブラジル人のコー䊍ー࿦はもう⨲䈿う䈿

うなんです䈰。このようなことでブラジル社会では日本人は

高く⹏ଔされているんですが、日本ではోὼそういうことを

⹏ଔしてません。 

第ੑ次大戦で外国人ということで日本人は∩めつけられ

て、私のῳもスパイのህ⇼で 11 日間⁛ᚱに入れられたん

です。それまで⼊ኤというと市の⼊ኤだけだと思ってたんで

すが․高⺖のようなのがありまして䈰。私は、․高⺖にฃ付

も૗も通さずどんどん上がって行って、⋥ធ、ῳは૗もして

いないし∛᳇なのでᣧく出して䈾しいと 3 回䈾ど⸷えました。

これも日本では⛘ኻに入ってはいけないですし、ൎ手に入
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っていったらฃ付でもᢿられるか䈾うり出されるでしょう。そ

のὐブラジル人はやっぱり心がᐢいのかなと思いました。そ

れで、11 日目に․高⺖から呼びに来て行きますと、㓞の部

ደからῳが出て来ました。もうどんなにやつれてるかと思っ

たら、ోὼర᳇な㗻で出て来たんですよ䈰。․高の部長が

૗もかもో部わかったからこれでᏫってくれとᏫしてくれまし

た。ῳによるとᲤ日ビ䊐テキ㘩䈼させてくれてコー䊍ーも㘶ま

してくれたと言うんです。ᲣはもうᲤ᥅ᵅいてばっかりしてた

んですけど。しかし、ᄥᐔᵗ戦੎㐿ᆎの⠉年の 1 月中㗃か

らはだんだん日本人がどんどんスパイのህ⇼で、街をᱠい

てても日本語し䉆䈼ったら皆ᒁっ張って行かれるようになり

ました。 

この間もサンパウロとサントスとリ䉥にいる妹たちからの㔚

話ではもう今は日本人社会でち䉆んと日本語を૶う者がい

ないと言っていました。2 世、3 世はⷫがいると日本語を૶う

んですが、もうⷫがいなくなったら皆もうポルトガル語を૶う

みたいです。૗かそれを⡞いて኎しい思いがしました。サン

パウロには「ᶉ⧎会」という会があって私のῳがそこのᓎຬし

ておりましたが、その後私はブラジルに行っておりませんの

で、どうなったのかわかりません。⧰ഭばっかりしたもんです

から、もう行く᳇にもなれませんでしたけど、今はもっと日本

人にブラジルでの日系移民社会やᱧผというものを⍮って

䈾しいと思います。․に外務省を╩㗡にと思うんですが。あ

りがとうございました。 

٤ᨋ↰㧦

ありがとうございました。

それではちょっと時間がಾㄼして来ましたが、せっかくお

手を᜼䈕ていただきましたので、最後にどう䈡。お願いいた

します。 

٤㧴᳁㧦

๺᱌ጊ市の方から来ました、䌈です。よろしくお願いしま

す。高ᯅさんに䋲ὐばかりおુいしたいんですけども。 

先䈾どから日系人と言う言⪲がちょいちょい出て来ますが、

私自り「日系人」という言⪲の᭎念、ቯ⟵というのが、例えば

日本語を話せるから日系人なのか、日本人のⴊが入ってる

から日系人なのか、そのㄝの඙೎が分かりにくいので、非常

に㔍しいことだとは思うんですがお⡞きしたい。 

もう一つはブラジルฦ地にいろんな移住地がありますが、

いろいろな本で見ると、หじ場所であってもᬀ民地と呼ばれ

ている場合もあり、移住地と呼ばれている場合もあります。一

⺑には、例えば戦೨であればᬀ民地、戦後に㐿⊒されたと

ころは移住地、と分けているような本もあるんですが、ᬀ民

地と移住地との㆑いというのが、いろいろ本を⺒んだり話を

⡞いたりするときにややこしくなっておりますのでそのㄝを

お⡞きできればと思います。よろしくお願いします。 

٤㜞ᯅ㧦

かなり㔍しい⾰問ですが、私の考えなんですけど、日系

人というのは要するにルー䉿の中にどこかに日本人が入っ

てるというᗧ๧です。だから日本語がし䉆䈼れるかし䉆䈼れ

ないかという問題ではなくて、どこかにルー䉿が入ってると

いうᗧ๧だけです。だからそれが今先䈾どの⾰問にあるよう

に、どんどん⭯まっていくという೨提になっています。で、私

の場合も日系のブラジル人。事実私今ダブル国☋になって

まして、日系のブラジル人でもあります。だからブラジル人

でもあり、国☋的には日本人でもある。でも自分としては日

系のブラジル人であるようなᗧ⼂になっています䈰。 

 ᬀ民地については、戦೨な䈟そのᬀ民地と言ったかと言

いますと、やっぱり国╷、で行かされているというᗧ๧で、つ

まりブラジルの中に入りㄟんでいくというᗧ๧の、つまりᬀ民

地化するというᗧ๧だと思います。政ᐭから見ればᬀ民的

な移民というᗧ๧でฬ೨をつけたんではないかというふうに

考えています。 

移住地については․に「移民」と「移住」に私はこだわっ

ています。私自りはやっぱり「移民の子」として今自分があ

るんだと思っています。移民100 周年というのは移住 100 周

年とはᗧ๧が㆑うと思います。移住というのは自分のᗧᔒで

行ってるというᗧ๧で、移民というのは国╷でઁ国䈻自国の

「民を移す」というᗧ๧があるので、ᬀ民地䈻の移民はやっ

ぱり戦೨の考えだと。で、移住地というのは戦後の自ら行くと

いうᗧ๧で૶っているのじ䉆ないかと思いますが、そのㄝの

ᢛℂが非常に㔍しいとは私も感じてます。お੕いにㅅうとこ

ろはそこだと思います。 

٤ᨋ↰㧦

ありがとうございました。大変ᱷ念ですがもうそろそろ時間

がㄼっております。 

 皆さんにお⡞きいただきました内ኈについて、今日ご⊓ს

いただいた出演者の方々の言語ℂ念をまとめて␜してみた

いと思います。 

本日⡞きますと、バルバラさんの日本語は学⠌と↳しまし

たけれども、かなり₪ᓧに近い、つまりᲣ語的な感ⷡに近い

学⠌であるように思います。 

岡田さんは 20 ᱦをㆊ䈑てからポルトガル語を学⠌された

んですけれども、もう 20 年です䈰。今から 20䌾30 年೨にな

りますか。どうしてそういうことを↳し上䈕るかというと、実は

成人、18䌾22 ᱦに、例えば外国語学⠌を྾౐時中やるとい

うような授業とか、例えばᲣ語が日本語であるにもかかわら

ず、高齢でそろそろ「ろれつ」が回らなくなっているにもかか

わらず外国語の方が記ᙘから㔌れないという∝例が実はⶄ

ᢙあるんですよ。それは非常におもしろい例でᔅずしもい

わゆる第１૶用言語であるᲣ語が最後までᱷるかって言っ

たら実はそうでもない。⣖の௛きが活ᕈ化される 18䌾22 ᱦ

のころまでにๆ෼された記ᙘって言いますか。その方が後
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までᱷるということです䈰。 

௢自りは、言語をりに付けるということはその人にとって

㪣㪸㫅㪾㫌㪸㪾㪼 㪽㫆㫉 㫐㫆㫌㫉 㪿㪸㫇㫇㫀㫅㪼㫊㫊 つまりあなたの人生にᐘせをも

たらす言語、あるいは 㪣㪸㫅㪾㫌㪸㪾㪼 㪽㫆㫉 㫐㫆㫌㫉 㫃㫀㪽㪼 です。つまりそ

の 㪣㫀㪽㪼 㫊㫋㫐㫃㪼 を᭴▽するための言語は一૕૗なのかというⷞ

ὐを導入したいと思っているんです。 

あまり、いわゆるアイデンティティにこだわったり、あるい

はᲣ語、Უ語文化とかって言うと、今の我々の厳しい状況の

中で、皆さんも䊖ー䊛䊕ージ等でいろんなブログをᓮⷩに

なったことがあるかもしれませんが、今回の㊄Ⲣෂᯏにおい

てඬഠなブログがあります。それは極┵な䊅ショ䊅リ䉵䊛で

す。ちょっとこの場で⋥ធ紹介することはᙈられますが、「も

うブラジル人はいてもらいたくない」「もう出て行け」という൓

いでそういうことをᐔ᳇でᦠいてる。極┵に䊅ショ䊅リ䉵䊛に

つながってしまうこともあります。一方では、「日本人はちょっ

とだらしないから、ブラジル人よ、࿅結して㗎張って㕟๮でも

⿠こしてくれ」というᗧ見も、実はブログで出ているんですけ

れども。 

言語・文化は⏕かに自分のアイデンティティを⏕⹺するも

のとしては非常に㊀要なものではありますけれども、あまり

アイデンティティ、アイデンティティと言わない方が、人生に

とってはいいかもしれません。我々は 40 年ぐらい社会にか

かわって国で生活していくわけですけれども、㊀要なのは

第１૶用言語で、それを自分が選䈹わけです。それを૗か

と૏置䈨けをするⷞὐというものも㊀要な考え方ではないか

と思っております。 

ここでまとめをしましたけれども、本当にこれからしばらく

は⛯く非常に䈑くし䉆くした状況の中で本当に日本が移民

社会になれるのか、あるいはこうした「内なる国際化」、つま

り異⾰なものを多様ᕈとしてとらえることができるのか、まさし

く⹜㊄⍹になると思いますので、ᤚ非皆様も本日⡞いてい

ただいた、さまざまな䋵人の方々の経㛎と⧷⍮といったもの

を⏕⹺していただいて、これからの日本の䋲１世紀をより⦟

いものにしたいと思います。素᥍らしい日本のᧂ来がこれか

ら㐿けますことを最後に␨念いたしまして、本日のトークス

䊕シ䊞ルイベントの⚳ੌといたしたいと思います。 

2 時間という長い時間にわたってごᷡ⡬ありがとうござい

ました。（拍手） 

٤มળ㧦

ありがとうございました。㐽会にあたりまして、大阪・サンパ

ウロ姉妹都市協会事務ዪ長 ⮮田より一言ごあいさつ↳し上

䈕ます。 

٤⮮↰㧦

私は大阪・サンパウロ姉妹都市協会の事務ዪ長の⮮田と

↳します。 

本日はこの日本ブラジル交流年記念トークイベントに本当

に多ᢙごෳ加いただきましてありがとうございます。また、コ

ーディネーター並びにパネリストの先生方、本当に᦭ᗧ⟵

な⼏⺰をありがとうございます。 

「内なる国際化」、移民のኡኈᕈ、アイデンティティ、そし

て言⪲や文化の問題、本当に᦭ᗧ⟵な⼏⺰が出されたの

ではないかと思います。ありがとうございました。 

それと、今年は日本ブラジル交流年、また移民 100 周年

ですけれども、ห時に来年は大阪・サンパウロ姉妹都市提

携 40 周年になります。そこで今年はプレイベントというᗧ๧

で今回のイベントを㐿௅させていただきました。大阪・サン

パウロ姉妹都市協会としましては、今回のこの⻠演会のよう

なものやサンパウロから来られた方との交流イベントなども

やっておりますので、ここにいらっし䉆る方で大阪・サンパウ

ロ姉妹都市協会に関心をお持ちの方がおられましたら、ご

入会いただければと思います。 

皆さんのお手రの⾗ᢱには姉妹都市協会の入会案内ᦠ

等も入れておりますので、䈟ひお目を通していただきますよ

う、よろしくお願いします。 

それでは本当に長い時間、᦭ᗧ⟵な⼏⺰を最後まであり

がとうございました。先生方もありがとうございました。（拍手） 

٤มળ㧦

ありがとうございました。

それではこれを持ちまして日本ブラジル交流年、大阪・サ

ンパウロ姉妹都市提携 40 周年を記念するイベントを⚳わら

せていただきます。入りญを出られますときにできましたらア

ンケートのᓮ回╵をよろしくお願いいたします。また、入ญ䋳

㓏のところにブラジル移民のᱧผの౮⌀パネルのዷ␜をし

ております。䈟ひ一度ᓮⷩいただければと思います。 

先生方どうもありがとうございました。（拍手） 
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